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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者の胴体下部の周囲に着用するための使い捨て吸収性物品であって、前記使い捨て
吸収性物品が、第１腰部領域と、第２腰部領域と、前記第１腰部領域と前記第２腰部領域
との間に配置された股部領域と、第１腰部縁部と、第２腰部縁部と、第１の長手方向縁部
と、第２の長手方向縁部と、を備え、前記使い捨て吸収性物品が、
　１．）トップシートと、
　２．）バックシートと、
　３．）前記トップシートと前記バックシートの間に配置された吸収性コアと、を備える
シャーシを備え、
　前記使い捨て吸収性物品が、脚部ガスケットシステムと、少なくとも１つの腰部ガスケ
ット要素と、を更に備え、
　前記脚部ガスケットシステムが、内側カフ及び外側カフを形成するための長手方向に延
びる内側縁部及び長手方向に延びる外側縁部を有する材料ウェブを備え、
　前記内側カフは長手方向に延びる第１の折り目及び第１の折り畳まれた領域を有するよ
うに前記材料ウェブの前記内側縁部を折り畳むことにより形成され、前記第１の折り畳ま
れた領域は前記材料ウェブと前記シャーシとの間に配置され、前記第１の折り目は内側カ
フの折り畳まれた縁部であり、前記第１の折り畳まれた領域の前記外側縁部は内側カフの
材料縁部であり、
　前記外側カフは長手方向に延びる第２の折り目及び第２の折り畳まれた領域を有するよ
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うに前記材料ウェブの前記外側縁部を折り畳むことにより形成され、前記第２の折り畳ま
れた領域は前記材料ウェブと前記シャーシとの間に配置され、前記第２の折り目は外側カ
フの折り畳まれた縁部であり、前記第２の折り畳まれた領域の前記内側縁部は外側カフの
材料縁部であり、
　前記外側カフの折り畳まれた縁部と前記外側カフの材料縁部との間の前記第２の折り畳
まれた領域の少なくとも一部が、前記第１腰部領域、前記第２腰部領域、及び前記股部領
域において前記シャーシに取り付けられ、
　前記内側カフの折り畳まれた縁部と前記外側カフの折り畳まれた縁部との間の前記第２
の折り畳まれた領域の少なくとも一部が、カフ分離結合部を形成する前記股部領域及び前
記第１腰部領域において前記外側カフの折り畳まれた縁部と前記外側カフの材料縁部との
間の前記材料ウェブに取り付けられ、
　前記第２腰部領域の少なくとも一部において前記カフ分離結合部を欠いており、前記カ
フ分離結合部を欠いた領域における前記材料ウェブ及び前記第２の折り畳まれた領域が脚
部ガスケットシステムポケットを形成し、前記脚部ガスケットシステムポケットの内側長
手方向縁部は前記脚部ガスケットシステムポケットの開口部として画定され、
　前記少なくとも１つの腰部ガスケット要素が、内側横方向縁部と、外側横方向縁部と、
２つの長手方向縁部と、を有し、前記少なくとも１つの腰部ガスケット要素が、少なくと
も１つの弾性材料を備え、
　前記腰部ガスケット要素の前記外側横方向縁部の少なくとも一部が前記シャーシに取り
付けられ、前記腰部ガスケット要素の前記外側横方向縁部の少なくとも一部が前記脚部ガ
スケットシステムを形成する前記材料ウェブに取り付けられるように、前記少なくとも１
つの腰部ガスケット要素が、１）前記使い捨て吸収性物品の前記シャーシ、及び２）前記
脚部ガスケットシステムに取り付けられ、前記腰部ガスケット要素の前記内側横方向縁部
が前記使い捨て吸収性物品の前記シャーシに取り付けられない、使い捨て吸収性物品。
【請求項２】
　前記腰部ガスケット要素の前記少なくとも１つの弾性材料が弾性部材である、請求項１
に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項３】
　前記腰部ガスケット要素が、少なくとも４つの弾性部材を備える、請求項１又は２に記
載の使い捨て吸収性物品。
【請求項４】
　前記腰部ガスケット要素の前記少なくとも１つの弾性材料が弾性フィルム又は弾性不織
布である、請求項１～３のいずれか一項に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項５】
　前記腰部ガスケット要素の前記外側横方向縁部が、前記使い捨て吸収性物品の前記第２
腰部縁部と隣接している、請求項１～４のいずれか一項に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項６】
　前記腰部ガスケット要素の前記２つの長手方向縁部のそれぞれの少なくとも一部が、前
記脚部ガスケットシステムに取り付けられる、請求項１～５のいずれか一項に記載の使い
捨て吸収性物品。
【請求項７】
　前記腰部ガスケット要素が、前記脚部ガスケットシステムが前記腰部ガスケット要素と
重なり合う領域の全体で前記脚部ガスケットシステムに取り付けられる、請求項１～６の
いずれか一項に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項８】
　前記内側カフが５０ｍ３／ｍ２／分未満の空気透過率を有し、前記外側カフが５ｍ３／
ｍ２／分超の空気透過率を有する、請求項１～７のいずれか一項に記載の使い捨て吸収性
物品。
【請求項９】
　前記内側カフが、５５００ｇ／ｍ２／２４時間未満のＷＶＴＲを有し、前記外側カフが
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、４２５０ｇ／ｍ２／２４時間超のＷＶＴＲを有する、請求項１～８のいずれか一項に記
載の使い捨て吸収性物品。
【請求項１０】
　前記脚部ガスケットシステムが、前記第１腰部縁部から前記第２腰部縁部まで延在する
、請求項１～９のいずれか一項に記載の使い捨て吸収性物品。
【請求項１１】
　前記脚部ガスケットシステムのうちの少なくとも１つ及び前記少なくとも１つの腰部ガ
スケット要素がＮ繊維材料を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の使い捨て吸収
性物品。
【請求項１２】
　前記使い捨て吸収性物品がパンツ型おむつである、請求項１～１１のいずれか一項に記
載の使い捨て吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、より衣類に近づいた物品をもたらす、改善されたレッグカフを有し、改善さ
れた機能（例えば、漏れの低減、糞便物質の封入性）も有する吸収性物品（例えば、おむ
つ、成人用失禁物品、婦人衛生パッド）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の吸収性物品（例えば、おむつ、成人用失禁物品、婦人衛生パッド）など吸収性物
品が、尿及び／又は他の身体排出物（例えば、糞便、月経、糞便と尿との混合物、月経と
尿との混合物など）を受容し、封入するという利点を提供することは、かなり以前から知
られている。身体排出物を有効に収容するためには、物品が着用者の腰部及び脚部の周り
にぴったりとフィットする必要がある。
【０００３】
　現在のおむつの設計では、身体排出物の漏れを防ぐためのバリアレッグカフ、及びこの
バリアレッグカフを通じて排出物が見えるのを最小限にするためにバリアレッグカフを覆
うカバーを提供し、かつ、身体排出物がバリアレッグカフから滲み出た場合に、それを捕
捉する副次的な手段を提供する外側カフを使用することが多い。バリアレッグカフは、疎
水性不織布を使用して作製される場合があり、吸収性物品の身体に面する表面上に配置さ
れる、又はフィルムバックシート層の身体に面する表面に接続される場合がある。バリア
レッグカフは、身体排出物が、物品の側部から外に通過するのを防止する実質的に液体不
透過性の層であってよく、かつ、外気が皮膚に到達して、皮膚水分量を健常な水準に保つ
ように高い通気性を有していてよい。多くの現在のおむつでは、外側カフは、バリアレッ
グカフを被覆するために、並びに、製造中に溶融した接着剤がカフを通じて、物品の衣類
に面する表面まで通通するのを防ぐために必要とされる、高不透明度をもたらすバックシ
ートの高分子フィルム層を備える。外側カフは外側脚部弾性ストランドを含み、これは収
縮力及びギャザーを形成し、カフ材料とバックシート材料の間に挟まれ得る。レッグカフ
における弾性ストランドは、製造中に典型的に、溶融した接着剤を用いて接合され、熱い
接着剤は一般的に、製造中に不織布材料を通過する可能性があり、製造ラインの汚染を生
じさせ、並びに物品の外側表面上への粘性の可能性を有する。高分子フィルムは一般的に
、これらの問題を防止するために使用されるが、プラスチック様の外観、並びに適用プロ
セス時の騒音となる。
【０００４】
　材料を切断、追跡し、組み合わせる際の製造上の公差により、外側レッグ弾性ストラン
ドは一般的に、股領域において、物品の長手方向縁部から内側に離間されている。これは
、製造プロセス中に外側レッグ弾性ストランドを不注意により切断又は露出させるのを防
ぐ。この設計では、製品の長手方向縁部の最も外側の部分が、着用時に、ユーザーの皮膚
に絶えず密接して接触していることにはならない。したがって、弾性ストランドが、物品
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の縁部を制御する能力は、最も外側の弾性部と縁部の間の距離が増加するにつれて減少し
、これは、より大きなギャザーをより乱雑に配置することになり、皮膚により大きな間隔
で接触する、あるいは何も皮膚に接触していないことにつながる。この影響は、長手方向
縁部がユーザーの皮膚に接触していない箇所でおむつが漏れる可能性があるという感覚を
、ユーザーにもたらす可能性がある。更に、現在入手可能な多くの物品は、１つの側当た
り２～３の外側レッグ弾性部のみを収容してギャザーを作り、広く仕上げられたレッグカ
フ、又は、セーターのアームのカフの伸縮性で縁取られた縁部のような、より肌着のよう
なカフの望ましい外観を達成するのが難しくなっている。弾性部がより密接して離間され
ている場合、狭い区分の伸縮性区域となり、結果として、仕上げ加工の足りない、快適性
の少ない、かつ、より衣類のような外観ではないものとなる。弾性部が更に離間されると
、ギャザーはユーザーの皮膚から更に分離されているように見え、これは潜在的な漏れの
リスクの認知につながる。上述のように、これは、分離が大きくなっているストランド間
のギャザーの制御性が低いことにより生じている。
【０００５】
　したがって、縁部に近接した弾性部を用いて仕上げられた縁部を有する、折り畳まれた
外側カフ設計を有する吸収性物品提供して、皮膚との近接性を維持し、改善されたフィッ
ト性と、更に見た目が美しく、衣類のような設計と、改善された漏れ防止性を生じさせる
ことが望ましい。
【０００６】
　しかしながら、本明細書に詳述するカフ設計によって提供された、改善された漏れ防止
性があったとしても、物品と着用者の脚部及び／又は腰部との間の隙間から身体排出物が
漏れ出すとき、吸収性物品の最も一般的な失敗はなお生じる。糞便物質（例えば、粘性の
低い排便、排便と尿との混合物など）が、吸収性物品のトップシート及びコアに吸収され
ない場合、糞便物質は、物品と着用者の脚部又は腰部との隙間から漏れ出し得る。着用者
が、尿よりもゆっくりと吸収性コアに吸収される糞便物質をより多量に排出する場合、糞
便物質は、吸収性物品の身体側の表面に沿って横方向に移動し、バリアレッグカフに達す
ることがある。糞便物質はまた、バリアレッグカフに沿って長手方向に、又は腰部に向か
って着用者の殿溝（gluteal grove）を上長手方向に移動することがある。着用者の動作
、並びに／又はバリアカフの下及び／又は吸収性物品内の利用可能空間不足により、糞便
物質は、物品と着用者の脚部及び／又は腰部との隙間から漏れ出すことがある。これによ
り、着用者の衣類又は着用者の漏れた吸収性物品と接触する他の物品（例えば、寝具類、
家具、介護者の衣類など）を汚す、濡らす、又は他の方法で汚染する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、汚れた使い捨て吸収性物品が取り外されたときに着用者をより容易に清浄
しつつ、身体排出物の漏れによる悪影響を最小限に抑えることができる、採算の合う使い
捨て吸収性物品を提供することに引き続き関心が持たれている。そのために、十分な保持
能力を有して、期待される物品使用期間にわたって、身体排出物を着用者の衣類及び／又
は皮膚から離して安全かつ清潔に保持する、使い捨て吸収性物品を提供することに引き続
き関心が持たれている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一態様では、着用者の胴体下部の周囲に着用するための使い捨て吸収性物品は、第１腰
部領域と、第２腰部領域と、第１腰部領域と第２腰部領域との間に配置された股部領域と
、第１腰部縁部と、第２腰部縁部と、第１長手方向縁部と、第２長手方向縁部と、を備え
、この使い捨て吸収性物品は、トップシートと、バックシートと、トップシートとバック
シートとの間に配置された吸収性コアと、を含むシャーシを含み、この使い捨て吸収性物
品は、脚部ガスケットシステムと、少なくとも１つの腰部ガスケット要素と、を更に含み
、脚部ガスケットシステムは、内側カフ及び外側カフを形成する材料ウェブを含み、材料



(5) JP 6518783 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

ウェブが横方向内側に折り畳まれて外側カフの折り畳まれた縁部を形成し、横方向外側に
折り畳まれて内側カフの折り畳まれた縁部を形成するように、内側カフは、内側カフの折
り畳まれた縁部と、内側カフの材料縁部と、を含み、外側カフは、外側カフの折り畳まれ
た縁部と、外側カフの材料縁部と、を含み、外側カフの折り畳まれた縁部と外側カフの材
料縁部との間の材料ウェブの少なくとも一部は、第１腰部領域、第２腰部領域、及び股部
領域においてシャーシに取り付けられ、内側カフの折り畳まれた縁部と外側カフの折り畳
まれた縁部との間の材料ウェブの少なくとも一部は、股部領域及び第１腰部領域において
外側カフの折り畳まれた縁部と外側カフの材料縁部との間の材料ウェブに取り付けられ、
内側カフの折り畳まれた縁部と外側カフの折り畳まれた縁部との間の材料ウェブは、第２
腰部領域の少なくとも一部において外側カフの折り畳まれた縁部と外側カフの材料縁部と
の間の材料ウェブに取り付けられず、脚部ガスケットシステムポケットの内側長手方向縁
部に開口部を有する脚部ガスケットシステムポケットを形成し、少なくとも１つの腰部ガ
スケット要素が、内側横方向縁部と、外側横方向縁部と、２つの長手方向縁部と、を有し
、少なくとも１つの腰部ガスケット要素は少なくとも１つの弾性材料を含み、腰部ガスケ
ット要素の外側横方向縁部の少なくとも一部がシャーシに取り付けられ、腰部ガスケット
要素の外側横方向縁部の少なくとも一部が脚部ガスケットシステムを形成する材料ウェブ
に取り付けられるように、少なくとも１つの腰部ガスケット要素が、１）使い捨て吸収性
物品のシャーシ、及び２）脚部ガスケットシステムに取り付けられ、腰部ガスケット要素
の内側横方向縁部が使い捨て吸収性物品のシャーシに取り付けられない、使い捨て吸収性
物品。
【０００９】
　別の態様では、着用者の胴体下部の周囲に着用するための使い捨て吸収性物品は、第１
腰部領域と、第２腰部領域と、第１腰部領域と第２腰部領域との間に配置された股部領域
と、第１腰部縁部と、第２腰部縁部と、第１長手方向縁部と、第２長手方向縁部と、を備
え、この使い捨て吸収性物品は、トップシートと、バックシートと、トップシートとバッ
クシートとの間に配置された吸収性コアと、を含むシャーシを含み、この使い捨て吸収性
物品は、脚部ガスケットシステムと、少なくとも１つの腰部ガスケット要素と、を更に含
み、脚部ガスケットシステムは、内側カフ及び外側カフを形成する材料ウェブを含み、材
料ウェブは横方向内側に折り畳まれて外側カフの折り畳まれた縁部を形成し、横方向外側
に折り畳まれて内側カフの折り畳まれた縁部を形成するように、内側カフは、内側カフの
折り畳まれた縁部と、内側カフの材料縁部と、を含み、外側カフは、外側カフの折り畳ま
れた縁部と、外側カフの材料縁部と、を含み、外側カフの折り畳まれた縁部と外側カフの
材料縁部との間の材料ウェブの少なくとも一部は、第１腰部領域、第２腰部領域、及び股
部領域においてシャーシに取り付けられ、内側カフの折り畳まれた縁部と外側カフの折り
畳まれた縁部との間の材料ウェブの少なくとも一部は、股部領域及び第１腰部領域におい
て外側カフの折り畳まれた縁部と外側カフの材料縁部との間の材料ウェブに取り付けられ
、外側カフは、弾性接着剤と、外側カフの折り畳まれた縁部、弾性接着剤、及び１）外側
カフの折り畳まれた縁部と外側カフの材料縁部との間の材料ウェブと、２）外側カフの折
り畳まれた縁部と内側カフの折り畳まれた縁部との間の材料ウェブと、の間に配置された
少なくとも１つの弾性部材に対して平行に延びる、少なくとも１つの長手方向に方向付け
られた弾性部材と、を含み、第２腰部領域の少なくとも一部において、外側カフは、弾性
接着剤及び弾性部材を含まず、したがって、１）外側カフの折り畳まれた縁部と外側カフ
の材料縁部との間の材料ウェブと、２）外側カフの折り畳まれた縁部と内側カフの折り畳
まれた縁部との間の材料ウェブと、の間に脚部ガスケットシステムポケットを形成し、脚
部ガスケットシステムポケットは、外側カフの折り畳まれた縁部に外側長手方向縁部を有
し、脚部ガスケットシステムポケットは、脚部ガスケットシステムポケットの内側長手方
向縁部に開口部を含み、少なくとも１つの腰部ガスケット要素が、内側横方向縁部と、外
側横方向縁部と、２つの長手方向縁部と、を有し、少なくとも１つの腰部ガスケット要素
は少なくとも１つの弾性材料を含み、腰部ガスケット要素の外側横方向縁部の少なくとも
一部がシャーシに取り付けられ、腰部ガスケット要素の外側横方向縁部の少なくとも一部
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が脚部ガスケットシステムを形成する材料ウェブに取り付けられるように、少なくとも１
つの腰部ガスケット要素が、１）使い捨て吸収性物品のシャーシ、及び２）脚部ガスケッ
トシステムに取り付けられ、腰部ガスケット要素の内側横方向縁部が使い捨て吸収性物品
のシャーシに取り付けられない、使い捨て吸収性物品。
【００１０】
　別の態様では、パッケージは、着用者の胴体下部の周囲に着用するための使い捨て吸収
性物品を少なくとも１０個含み、この使い捨て吸収性物品は、第１腰部領域と、第２腰部
領域と、第１腰部領域と第２腰部領域との間に配置された股部領域と、第１腰部縁部と、
第２腰部縁部と、第１長手方向縁部と、第２長手方向縁部と、を備え、この使い捨て吸収
性物品は、トップシートと、バックシートと、トップシートとバックシートとの間に配置
された吸収性コアと、を含むシャーシを含み、この使い捨て吸収性物品は、脚部ガスケッ
トシステムと、少なくとも１つの腰部ガスケット要素と、を更に含み、脚部ガスケットシ
ステムは、内側カフ及び外側カフを形成する材料ウェブを含み、材料ウェブが横方向内側
に折り畳まれて外側カフの折り畳まれた縁部を形成し、横方向外側に折り畳まれて内側カ
フの折り畳まれた縁部を形成するように、内側カフは、内側カフの折り畳まれた縁部と、
内側カフの材料縁部と、を含み、外側カフは、外側カフの折り畳まれた縁部と、外側カフ
の材料縁部と、を含み、外側カフの折り畳まれた縁部と外側カフの材料縁部との間の材料
ウェブの少なくとも一部は、第１腰部領域、第２腰部領域、及び股部領域においてシャー
シに取り付けられ、内側カフの折り畳まれた縁部と外側カフの折り畳まれた縁部との間の
材料ウェブの少なくとも一部は、股部領域及び第１腰部領域において外側カフの折り畳ま
れた縁部と外側カフの材料縁部との間の材料ウェブに取り付けられ、内側カフの折り畳ま
れた縁部と外側カフの折り畳まれた縁部との間の材料ウェブは、第２腰部領域の少なくと
も一部において外側カフの折り畳まれた縁部と外側カフの材料縁部との間の材料ウェブに
取り付けられず、脚部ガスケットシステムポケットの内側長手方向縁部に開口部を有する
脚部ガスケットシステムポケットを形成し、少なくとも１つの腰部ガスケット要素が、内
側横方向縁部と、外側横方向縁部と、２つの長手方向縁部と、を有し、少なくとも１つの
腰部ガスケット要素は少なくとも１つの弾性材料を含み、腰部ガスケット要素の外側横方
向縁部の少なくとも一部がシャーシに取り付けられ、腰部ガスケット要素の外側横方向縁
部の少なくとも一部が脚部ガスケットシステムを形成する材料ウェブに取り付けられるよ
うに、少なくとも１つの腰部ガスケット要素が、１）使い捨て吸収性物品のシャーシ、及
び２）脚部ガスケットシステムに取り付けられ、腰部ガスケット要素の内側横方向縁部が
使い捨て吸収性物品のシャーシに取り付けられない、使い捨て吸収性物品。
【００１１】
　本明細書に記載の使い捨て吸収性物品は、１つ、又は複数の材料ウェブを備えてよい脚
部ガスケットシステム又は腰部ガスケット要素を備える。本明細書の説明及び特許請求の
範囲は、「材料ウェブ」から形成される脚部ガスケットシステムの実施形態及び腰部ガス
ケット要素に言及してよい。「材料ウェブ」という記述は、単一の連続材料ウェブ、接合
して１つの材料ウェブとなる多数の材料ウェブ、又は使い捨て吸収性物品シャーシとは分
離しており、脚部ガスケットシステム若しくは腰部ガスケット要素の一部を形成する、多
数の別個の材料ウェブを包含する。本明細書に記載の脚部ガスケットシステム、及び／又
は腰部ガスケット要素は、Ｎ繊維材料又は他の非不織布材料を含んでよい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本明細書に詳述する吸収性物品の例示的な実施形態の概略平面図である。
【図２】横方向中心線に沿って切断された、図１の脚部ガスケットシステムのうちの１つ
の例示的な実施形態の概略断面図である。この脚部ガスケットシステムは、平坦な非収縮
状態で示される。
【図３】図１の脚部ガスケットシステム及びトップシートの例示的な実施形態の概略断面
図であって、この断面は、横方向中心線に沿って切断されている。この脚部ガスケットシ
ステムは、非収縮状態で示される。
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【図４】図１の吸収性物品の例示的な実施形態の概略断面図であり、この断面は、線Ａ－
Ａに沿って切断されている。
【図５】図１の吸収性物品の例示的な実施形態の概略断面図であり、この断面は、線Ｂ－
Ｂに沿って切断されている。
【図６】図１の吸収性物品の例示的な実施形態の概略断面図であり、この断面は、線Ｃ－
Ｃに沿って切断されている。
【図７】不透明度強化パッチを備える図１の吸収性物品の例示的な実施形態の概略断面図
であり、この断面は、線Ａ－Ａに沿って切断されている。
【図８】不透明度強化パッチを備える図１の吸収性物品の例示的な実施形態の概略断面図
であり、この断面は、線Ｂ－Ｂに沿って切断されている。
【図９】不透明度強化パッチを備える図１の吸収性物品の例示的な実施形態の概略断面図
であり、この断面は、線Ｃ－Ｃに沿って切断されている。
【図１０】本明細書に記載の吸収性物品の概略断面図である。
【図１１Ａ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｂ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｃ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｄ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｅ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｆ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｇ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｈ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｉ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｊ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｋ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｌ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｍ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｎ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｏ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｐ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｑ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｒ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｓ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
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ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１１Ｔ】本明細書に詳述する吸収性物品の実施形態で使用するのに好適な脚部ガスケ
ットシステムの更なる例示的な実施形態の概略断面図である。
【図１２】本明細書に詳述する吸収性物品の例示的な実施形態の概略平面図である。図１
２は、図１の例示的な実施形態と実質的に同一であり、第２腰部領域に腰部ガスケット要
素が加わっている。
【図１３】図１２に示した吸収性物品の例示的な実施形態の第２腰部領域の拡大概略平面
図である。
【図１４】図１３の吸収性物品の例示的な実施形態の概略断面図であり、この断面は、長
手方向中心線に沿って切断されている。
【図１５】図１３の吸収性物品の例示的な実施形態の概略断面図であり、この断面は、線
Ｄ－Ｄに沿って切断されている。
【図１６】図１３の吸収性物品の例示的な実施形態の概略断面図であり、この断面は、線
Ｅ－Ｅに沿って切断されている。
【図１７】図１３の吸収性物品の例示的な実施形態の概略断面図であり、この断面は、線
Ｄ－Ｄに沿って切断されている。
【図１８】図１３の吸収性物品の例示的な実施形態の概略断面図であり、この断面は、線
Ｅ－Ｅに沿って切断されている。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　用語の定義：
　本明細書で使用するとき、以下の用語は後に指定される意味を有するものとする。
　吸収性物品に関連しての「使い捨て」は、吸収性物品が、洗濯するか、又は別の方法で
吸収性物品として復元若しくは再利用することが一般的に意図されない（即ち、単回の使
用の後で廃棄する、好ましくはリサイクル、堆肥化、あるいは環境に適合する様態で廃棄
することが意図される）ことを意味する。
【００１４】
　「吸収性物品」とは、身体排出物を吸収及び収容するデバイスを指し、より詳細には、
着用者の身体に接して、又は近接して置かれて、身体から排出される様々な排出物を吸収
し、収容するデバイスを指す。吸収性物品の例としては、おむつ、トレーニングパンツ、
プルオンパンツ式おむつ（即ち、米国特許第６，１２０，４８７号に示されているような
予め形成されたウエスト開口部及び脚部開口部を有するおむつ）、再締結可能なおむつ若
しくはパンツ型おむつ、失禁用ブリーフ及び下着、おむつホルダ及びライナー、パンティ
ライナーなどの女性用衛生衣類、吸収性挿入物などが挙げられる。
【００１５】
　「近位」及び「遠位」は、それぞれ、構造体の長手方向又は横方向の中心線に比較的近
い又は遠い要素の位置を指す（例えば、長手方向に延びる要素の近位縁が、同じ要素の遠
位縁が同じ長手方向中心線に対して位置するよりも、長手方向中心線により近く位置して
いる）。
【００１６】
　「身体に面する」及び「衣類に面する」とは、それぞれ、要素、又は要素の面、又は要
素の群の相対位置を指す。「身体に面する」とは、要素又は面が、他の要素又は面よりも
、着用時に着用者により近いことを意味する。「衣類に面する」とは、要素又は面が他の
要素又は面より、着用時に着用者からより遠くに離れていることを意味する（即ち、要素
又は面が、使い捨て吸収性物品の上に着用され得る着用者の衣類に近接する）。
【００１７】
　「長手方向」とは、物品の腰部縁部から対向する腰部縁部まで実質的に垂直に、及び物
品の最大直線寸法にほぼ平行に延びる方向を指す。長手方向の４５度以内の方向は「長手
方向」であると見なされる。
【００１８】
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　「横方向の」とは、物品の長手方向縁部から対向する長手方向縁部に及び、長手方向に
ほぼ直角に延びる方向を指す。横方向に４５度以内の方向は、「横方向」であると見なさ
れる。
【００１９】
　「配設される」とは、要素が、ある特定の場所又は位置に配置されていることを指す。
【００２０】
　「接合された」とは、要素を他の要素に直接固着することによって、その要素が別の要
素に直接固定されている形態、及び要素を１つ以上の中間部材に固着し、その中間部材が
次に他の要素に固着されることによって、その要素が別の要素に間接的に固定されている
形態を指す。
【００２１】
　「フィルム」とは、材料の長さ及び幅が材料の厚さを大きく上回るシート状材料を指す
。典型的には、フィルムは約０．５ｍｍ以下の厚さを有する。
【００２２】
　「透水性」及び「不透水性」は、使い捨て吸収性物品の意図された使用に関連する材料
の浸透性を指す。具体的には、用語「透水性」は、液体の水、尿又は合成尿が押し付け圧
力がない状態で、その厚さを通過できる孔、開口部及び／又は相互に接続された空隙を有
する層又は層構造体を指す。逆に、用語「不透水性」は、液体の水、尿又は合成尿が（重
力などの自然の力とは別の）押し付け圧力がない状態では、その厚さを通過できない層又
は層構造体を指す。この定義により不透水性の層又は層状構造体は、水蒸気に対して透過
性（即ち、「蒸気透過性」）であってもよい。
【００２３】
　「延伸性」及び「延伸可能な」とは、弛緩状態における構成要素の幅又は長さを延伸又
は増大させることができることを意味する。
【００２４】
　「伸縮性がある」又は「伸縮性を持たせた」とは、構成要素が弾性材から作製された少
なくとも一部分を含むことを意味する。
【００２５】
　「延長可能な材料」、「延伸可能な材料」、又は「伸張可能な材料」は互換的に使用さ
れ、付勢力を加えると、ＥＤＡＮＡ法２０．２－８９で測定して、破裂又は破断すること
なく、弛緩した元の長さの少なくとも約１１０％の延長された長さまで伸張することがで
き（即ち、元の長さよりも１０％長く伸張することができ）、加えられた力を解放した際
に、完全に破裂又は破断することなく、その伸び率の約２０％未満というわずかな回復を
示す材料を指す。かかる延長可能材料が、加えられた力を解放した際に、その伸び率の少
なくとも４０％を回復する場合、その延長可能材料は、「弾性」又は「エラストマー性」
であると見なされる。例えば、１００ｍｍの初期長さを有する弾性材料は、少なくとも１
５０ｍｍまで延伸することができ、力を取り除くと少なくとも１３０ｍｍの長さまで収縮
する（即ち、４０％の回復を示す）。加えた力を解放した際に、材料がその伸び率の４０
％未満を回復する場合、その延長可能材料は、「実質的に非弾性」又は「実質的に非エラ
ストマー性」であると見なされる。例えば、１００ｍｍの初期長さを有する延長可能材料
は、少なくとも１５０ｍｍまで延伸することができ、力を取り除くと少なくとも１４５ｍ
ｍの長さまで収縮する（即ち、１０％の回復を示す）。
【００２６】
　「エラストマー材料」は、弾性的性質を示す材料である。エラストマー材料としては、
エラストマーフィルム、スクリム、不織布及び他のシート状構造体を挙げることができる
。
【００２７】
　「パンツ」とは、予め形成された腰部及び脚部開口部を有する使い捨て吸収性物品を指
す。パンツは、着用者の両脚を脚部開口部に挿入し、パンツを滑らせて着用者の下部胴体
あたりの位置に至らせることによって着用され得る。パンツは、通常、「閉じられたおむ
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つ」、「予め締結されたおむつ」、「プルオンおむつ」、「トレーニングパンツ」、及び
「おむつパンツ」とも呼ばれる。
【００２８】
　吸収性物品：
　本開示は、衣類のように見た目が美しい設計をもたらす、きれいに仕上げられた外側カ
フの折り畳まれた縁部を有する折り畳まれた外側カフを備える脚部ガスケットシステムを
備える使い捨て吸収性物品に関するものであり、この吸収性物品はまた、物品の内側を向
いた開口部を備える脚部ガスケットシステムポケットを含み、このポケットは、粘性の低
い排便の漏れを低減し、この吸収性物品はまた、少なくとも１つの腰部ガスケット要素を
含む。一実施形態では、折り畳まれた外側カフの設計は、伸縮性領域において高分子フィ
ルム層を使用せずに浸透及び接着剤の裏抜けを防止するのに有利である。一実施形態では
、吸収性物品は不透明度強化パッチを含み、適用時及び着用時に、物品が過剰に延びるの
を防ぐのに必要とされる強度をもたらし、並びに、ユーザーの皮膚が、物品を通して見え
るのを防ぐ不透明度を側面及び腰部に提供することができる。
【００２９】
　図１及び１２は、平坦な非収縮状態にある、本明細書に記載の吸収性物品２０の例示的
な非限定的実施形態の平面図である。図１及び１２は、実質的に同一の使い捨て吸収性物
品を示しており、相違点は、図１２が、第２腰部領域３８において腰部ガスケット要素８
１も組み込んでいることである。したがって、本明細書で図１の実施形態の特定の要素を
詳述するとき、これらの同一要素は図１２の実施形態にも示され得るため（明示的に示さ
れるかどうかにかかわらず）、同一の開示が図１２の実施形態にも適用されるであろう。
明確にするために、図１に明示的に示し、参照する一部の要素が、図１２では見当たらな
いことがある。例えば、カフ分離結合部４５は、腰部ガスケット要素８１の図を明確にす
るために、図１２の第２腰部領域３８の外側部分においては明示的に示されない。しかし
ながら、明示的に示されない場合でも、図１２の実施形態は、図１に詳述し、本明細書に
記載する領域にカフ分離結合部４５、並びに図１（又は図１を参照する図）に示す、及び
／又は本明細書に記載する任意の他の要素を含んでよい。
【００３０】
　吸収性物品２０の衣類に面する面１２０は、見る人に面している。吸収性物品２０は、
長手方向中心線１００及び横方向中心線１１０を含む。吸収性物品２０は、シャーシ２２
を備えてよい。吸収性物品２０及びシャーシ２２が、第１ウエスト領域３６、第１ウエス
ト領域３６に対向する第２ウエスト領域３８、及び第１ウエスト領域３６と第２ウエスト
領域３８との間に位置するクロッチ領域３７を有するものとして示されている。ウエスト
領域３６及び３８は一般に、着用時に着用者のウエストを取り囲む吸収性物品２０の部位
を含む。ウエスト領域３６及び３８は、フィット性及び封入性を改善するように、着用者
のウエスト周りでギャザーをなすような弾性要素を含み得る。股部領域３７は、吸収性物
品２０が着用されたときに、概ね着用者の脚の間に位置付けられる吸収性物品２０の部分
である。
【００３１】
　シャーシ２２の外周部は、長手方向縁部１２及び腰部縁部（第１腰部領域３６の第１腰
部縁部１３及び第２腰部領域３８の第２腰部縁部１４）によって画定される。長手方向縁
部１２は、前側長手方向縁部１２ａに更に分割されてよく、この前側長手方向縁部１２ａ
は第１腰部区域３６における長手方向縁部１２の一部であり、後側長手方向縁部１２ｂは
、後側腰部区域３８における長手方向縁部１２の一部である。シャーシ２２は、長手方向
中心線１００に対して概ね平行に方向付けられる、対向する長手方向縁部１２を有してよ
い。しかしながら、より良いフィットのためには、長手方向縁部１２は、例えば平面図で
見たときに、「砂時計」型のおむつを製造するように、湾曲している、又は角度が付いて
いる場合がある。シャーシ２２は、横方向中心線１１０に対して概ね平行に方向付けられ
る、対向する横方向縁部１４を有してよい。
【００３２】
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　シャーシ２２は、液体透過性トップシート２４と、バックシート２６と、トップシート
２４とバックシート２６との間の吸収性コア２８と、を備えてよい。１つ、又は２つ以上
の不透明度強化パッチ８０を含む実施形態では、シャーシ２２も不透明度強化パッチを備
えてよい。吸収性コア２８は、身体に面する表面と衣類に面する表面とを有し得る。トッ
プシート２４は、コア２８及び／又はバックシート２６に接合されてもよい。バックシー
ト２６は、コア２８及び／又はトップシート２４に接合されてよい。他の構造体、要素、
又は基材がコア２８とトップシート２４及び／又はバックシート２６との間に位置付けら
れてもよいことが理解されよう。ある実施形態では、シャーシ２２は、複合吸収性物品構
造体を形成するために付加され得る他の機構を備える、吸収性物品２０の主要構造体を備
える。トップシート２４、バックシート２６、及び吸収性コア２８は、種々の周知の構成
で組み立て得るが、好ましい吸収性物品の構成は、概して米国特許第３，８６０，００３
号、同第５，１５１，０９２号、同第５，２２１，２７４号、同第５，５５４，１４５号
、同第５，５６９，２３４号、同第５，５８０，４１１号及び同第６，００４，３０６号
に記載されている。
【００３３】
　トップシート：
　トップシート２４は一般的に、着用者に少なくとも部分的に接触して又は近接して位置
し得る、吸収性物品２０の一部分である。適切なトップシート２４は、多孔質発泡体、網
状発泡体、有孔プラスチックフィルム、又は天然繊維（例えば、木材繊維若しくは綿繊維
）、合成繊維（例えば、ポリエステル繊維若しくはポリプロピレン繊維）、又は天然繊維
と合成繊維との組み合わせによる織布ウェブ又は不織布ウェブを含み得る。トップシート
２４は、一般に、着用者の皮膚に対してしなやかで柔らかい感触であり、無刺激性である
。一般に、トップシート２４の少なくとも一部は液体透過性であり、トップシート２４の
厚みを通って容易に液体を透過させることができる。本明細書で有用なトップシート２４
の１つは、ＢＢＡ　Ｆｉｂｅｒｗｅｂ（Ｂｒｅｎｔｗｏｏｄ，ＴＮ）から供給元コード０
５５ＳＬＰＶ０９Ｕとして入手可能である。
【００３４】
　トップシート２４の任意の部分は、当該技術分野において既知のローション又はスキン
ケア組成物でコーティングされ得る。好適なローションの例としては、米国特許第５，６
０７，７６０号、同第５，６０９，５８７号、同第５，６３５，１９１号、同第５，６４
３，５８８号に記載のものが挙げられる。トップシート２４とコア２８との間に空隙空間
をもたらすために、トップシート２４は、全体的に又は部分的に伸縮性であってもよく、
又は縮小させてもよい。伸縮性を持たせた、又は縮小させたトップシートを含む例示的な
構造体が、米国特許第４，８９２，５３６号、同第４，９９０，１４７号、同第５，０３
７，４１６号、同第５，２６９，７７５号により詳細に記載されている。
【００３５】
　吸収性コア：
　吸収性コア２８は、使い捨ておむつ及び他の吸収性物品に一般に使用される多種多様の
液体吸収性材料を含み得る。適切な吸収性材料の例として、通常エアフェルトクレープ紙
綿と呼ばれる粉砕された木材パルプ、コフォームを含むメルトブローンポリマー、化学的
に強化、改質、又は架橋されたセルロース繊維、薄紙の包装紙及び薄片を含む薄紙、吸収
性発泡体、吸収性スポンジ、超吸収性ポリマー、吸収性ゲル化材料、又は任意のその他吸
収性材料又は材料の組み合わせが挙げられる。一実施形態においては、吸収性コアの少な
くとも一部分は、実質的にセルロースを含まず、１０重量％未満のセルロース繊維、５重
量％未満のセルロース繊維、１重量％未満のセルロース繊維、微量のセルロース繊維を含
有するか、又はセルロース繊維を含有しない。微量のセルロース材料が、実質的にセルロ
ースを含まない吸収性コアの一部分の薄さ、可撓性、及び吸収性のうちの少なくとも１つ
に実質的に影響を与えないということは理解されるべきである。他の利点の中でも、吸収
性コアの少なくとも一部分が実質的にセルロースを含まないとき、吸収性コアのこの部分
は、１０重量％超のセルロース繊維を含む、同様の吸収性コアよりも著しく薄く、より高
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い可撓性を有すると考えられる。吸収性コア中に存在する吸収性材料、例えば吸収性粒子
状ポリマー材料の量は、様々であってよいが、特定の実施形態においては、吸収性コアの
約８０重量％超、又は吸収性コアの約８５重量％超、又は吸収性コアの約９０重量％超、
又はコアの約９５重量％超の量で吸収性コア中に存在する。
【００３６】
　吸収性コア２８として使用するための例示的な吸収性構造は、米国特許第４，６１０，
６７８号、同第４，６７３，４０２号、同第４，８３４，７３５号、同第４，８８８，２
３１号、同第５，１３７，５３７号、同第５，１４７，３４５号、同第５，３４２，３３
８号、同第５，２６０，３４５号、同第５，３８７，２０７号、同第５，３９７，３１６
号、及び同第５，６２５，２２２号に記載されている。
【００３７】
　バックシート：
　バックシート２６は、それが吸収性物品２０の衣類に面する表面１２０の少なくとも一
部であってもよいように概ね配置される。バックシート２６は、吸収性物品２０によって
吸収され、吸収性物品２０内に収容された排出物が、ベッドシーツ及び下着など、吸収性
物品２０と接触し得る物品を汚すのを防ぐように設計することができる。ある実施形態で
は、バックシート２６は、実質的に不透水性である。好適なバックシート２６の材料とし
ては、Ｔｒｅｄｅｇａｒ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．（Ｔｅｒｒｅ　Ｈａｕｔｅ，
ＩＮ）により製造され、商品名Ｘ１５３０６、Ｘ１０９６２、及びＸ１０９６４で販売さ
れているものなどのフィルムが挙げられる。他の好適なバックシート２６の材料としては
、蒸気が吸収性物品２０から逃れることを可能にしながらも、依然として排出物がバック
シート２６を通り抜けることを防ぐ通気性材料を挙げることができる。例示的な通気性材
料としては、織布ウェブ、不織布ウェブ、フィルムコーティング不織布ウェブなどの複合
材料、並びにＥＳＰＯＩＲ　ＮＯの名称で日本のＭｉｔｓｕｉ　Ｔｏａｔｓｕ　Ｃｏ．に
より製造されている微多孔質フィルム及びＥＸＸＡＩＲＥの名称でＥＸＸＯＮ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｃｏ．（Ｂａｙ　Ｃｉｔｙ、ＴＸ）により製造されている微多孔質フィルムな
どの材料を挙げることができる。ポリマーブレンドを含む好適な通気性複合材料は、名称
ＨＹＴＲＥＬブレンドＰ１８－３０９７として、Ｃｌｏｐａｙ社（Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ
、ＯＨ）から入手可能である。このような通気性複合材料は、国際公開第９５／１６７４
６号及び米国特許第５，８６５，８２３号により詳述されている。不織布ウェブ及び孔形
成フィルムを含む他の通気性バックシートが、米国特許第５，５７１，０９６号に記載さ
れている。例示的な好適なバックシートは、米国特許第６，１０７，５３７号に開示され
ている。他の好適な材料及び／又は製造技術には、限定はされないが、表面処理、特定の
フィルムの選択及び加工、特定のフィラメントの選択及び加工、等が挙げられ、好適なバ
ックシート２６を提供するために使用され得る。
【００３８】
　バックシート２６はまた、２層以上の層から構成され得る。バックシート２６は、外側
カバー及び内側層を含み得る。外側カバーは、柔らかい不織布材料から作製され得る。内
側層は、実質的に液体不透過性のフィルムから作製され得る。外側カバー及び内側層は、
接着剤又は任意の他の好適な材料又は方法によって共に接合されてもよい。特に好適な外
側カバーは、供給元コードＡ１８ＡＨ０としてＣｏｒｏｖｉｎ　ＧｍｂＨ（Ｐｅｉｎｅ，
Ｇｅｒｍａｎｙ）から入手可能であり、特に好適な内部層は、供給元コードＰＧＢＲ４Ｗ
ＰＲとしてＲＫＷ　Ｇｒｏｎａｕ　ＧｍｂＨ（Ｇｒｏｎａｕ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から入手
可能である。本明細書では様々なバックシート構成が企図されるが、本発明の趣旨及び範
囲から逸脱することなく様々な他の変更及び修正が可能であることは当業者には明らかで
ある。
【００３９】
　耳部／締結具：
　吸収性物品２０は、前側耳部４０及び／又は後側耳部４２を含んでよい。耳部４０、４
２は、延伸性、非延伸性、弾性、又は非弾性であり得る。耳部４０、４２は、不織布ウェ



(13) JP 6518783 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

ブ、織布ウェブ、編布地、高分子フィルム、エラストマーフィルム、有孔フィルム、スポ
ンジ、発泡体、スクリム、並びにこれらの組み合わせ及び積層体から形成され得る。ある
特定の実施形態においては、耳部４０、４２は、不織布／エラストマー材料積層体又は不
織布／エラストマー材料／不織布積層体のような伸縮性積層体から形成されてよい。伸縮
性積層体は、当該技術分野において既知な任意の方法によって形成され得る。例えば、耳
部４０、４２は、不織布材料及びエラストマー要素のうちの少なくとも一層を含むゼロ歪
伸縮性積層体として形成されてよい。弛緩状態又は実質的に弛緩状態でエラストマー要素
が不織布材料の層に貼り付けられ、得られた積層体を、不織布層を恒久的に伸長させ、エ
ラストマー要素を一時的に伸長させる活性化プロセスにかけることにより、その積層体は
伸縮可能に（又は、より広い範囲で伸縮可能に）なる。不織布層は、シャーシ２２の少な
くとも一部分と一体であってもよく、その場合、エラストマー要素は、不織布層に貼り付
けられてもよく、次に不織布／エラストマー要素積層体が活性化される。あるいは、不織
布層は、別の構成要素であってよく、その場合、エラストマー要素は、不織布層に取り付
けられて積層体を形成し、次いで本体部分に結合される。サイドパネルの１つ、又は２つ
以上の層が、別個に設けられる場合、積層体は、本体部分に取り付けられる前後のいずれ
かで活性化され得る。ゼロ歪み活性化プロセスは、米国特許第５，１６７，８９７号及び
同第５，１５６，７９３号に更に開示されている。好適な弾性耳部は、２つの不織布層（
例えば、供給元コードＦＰＮ３３２としてＢＢＡ　Ｆｉｂｅｒｗｅｂ（Ｂｒｅｎｔｗｏｏ
ｄ，ＴＮ）から入手可能）の間に配置されたエラストマーフィルム（例えばＴｒｅｄｅｇ
ａｒ　Ｃｏｒｐ（Ｒｉｃｈｍｏｎｄ，ＶＡ）から供給元コードＸ２５００７として入手可
能なものなど）を含む、活性化された積層体であり得る。
【００４０】
　耳部４０、４２は別個であるか、又は一体化されてよい。別体の耳部は、シャーシ２２
に接合される別体の要素として形成される。一体化された耳部は、長手方向縁部１２から
横に向かって外側に突出するシャーシ２２の一部である。一体化された耳部は、耳部突出
部の形状を含むようにシャーシ形状を切断することで形成され得る。
【００４１】
　吸収性物品２０は締結システム５０を含んでもよい。締結時、締結システム５０は、第
１腰部区域３６と後側腰部区域３８とを相互に接続し、吸収性物品２０の着用時に、着用
者を取り囲むことができる腰部の外周となる。締結システム５０は、例えば、テープタブ
、フックとループの締結要素、タブ及びスロットのような係合締結具、バックル、ボタン
、スナップ、及び／又は雌雄同体締結要素などの締結具を含んでよいが、他の既知の任意
の締結手段も、概ね使用可能である。いくつかの代表的な表面締結システムは、米国特許
第３，８４８，５９４号、同第４，６６２，８７５号、同第４，８４６，８１５号、同第
４，８９４，０６０号、同第４，９４６，５２７号、同第５，１５１，０９２、及び同第
５，２２１，２７４号に開示されている。例示的な噛合締結システムは、米国特許第６，
４３２，０９８号に開示されている。締結システム５０は、米国特許第４，９６３，１４
０号に開示されるように、使い捨て構成において物品を保持する手段も提供し得る。締結
装置５０は、米国特許第４，６９９，６２２号に開示されるように、一次及び二次締結装
置も含み得る。締結システム５０は、米国特許第５，２４２，４３６号、同第５，４９９
，９７８号、同第５，５０７，７３６号、及び同第５，５９１，１５２号に開示されてい
るように、重なり合っている部分のずれを低減するか、又はフィット性を改善するように
構成されてもよい。
【００４２】
　脚部ガスケットシステム：
　吸収性物品２０は、シャーシ２２に取り付けられた脚部ガスケットシステム７０を含ん
でよい。図２及び３は、平坦な非収縮状態にある、図１の例示的な脚部ガスケットシステ
ムの概略断面図を示しており、この図は、横方向中心線１１０によって切断したものであ
る（図２は、左脚部ガスケットシステムの概略断面であり、図３は、トップシートに関連
する両脚部ガスケットシステムの概略断面である）。図４～９はまた、図１の例示的な脚
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部ガスケットシステム７０の概略断面図を示す。図４～６は、不透明度強化パッチ８０を
備えない、図１の使い捨て吸収性物品の実施形態の断面であり、図７～９は、不透明度強
化パッチ８０を備える、図１の使い捨て吸収性物品の実施形態の断面である。図７～９の
実施形態では、不透明度強化パッチ８０はおむつシャーシ２２の４隅に位置し、バックシ
ート２６の高分子フィルムの両内層の一部及び耳部４０、４２が重なり合う。図４及び７
は、図１の線Ａ－Ａによる概略断面図である。図５及び８は、図１の線Ｂ－Ｂによる概略
断面図である。図６及び９は、図１の線Ｃ－Ｃによる概略断面図である。様々な実施形態
では、脚部ガスケットシステム７０は、内側カフの折り畳まれた縁部７２と、内側カフの
材料縁部７３と、を有する内側カフ７１を含んでよい。脚部ガスケットシステム７０は、
外側カフの折り畳まれた縁部７５と、外側カフの材料縁部７６と、を有する外側カフ７４
を更に含んでよい。
【００４３】
　一実施形態では、各脚部ガスケットシステム７０は、単一の、連続材料ウェブを備える
。単一の材料ウェブを有する実施形態は、２つ以上の材料ウェブを有する実施形態に対し
て、コスト面で有利であり得る。更に、１つの材料ウェブで形成された脚部ガスケットシ
ステムは、２つ以上の材料ウェブを結合することにより形成される穴が存在しないため、
漏れがより少なくなり得る。また、１つの材料ウェブを有する実施形態は、目に見える機
械的な結合部がほとんどないため、見た目がより美しいものとなり得る。他の実施形態で
は、脚部ガスケットシステム７０は、２つ以上の材料ウェブ（例えば、接合されて１つの
材料ウェブになる多数の材料ウェブ、又は使い捨て吸収性物品のシャーシとは分離してお
り、脚部ガスケットシステムの一部を形成する、多数の別個の材料ウェブ）から形成され
得る。ここで、「材料ウェブ」又は「材料ウェブの一部」に関連して脚部ガスケットシス
テム７０上の位置（例えば、折り畳まれた縁部、材料縁部など）について詳述する。「材
料ウェブ（a web of material）」又は「材料ウェブ（the web of material）」という記
述は、単一の連続材料ウェブ、接合されて１つの材料ウェブになる多数の材料ウェブ、又
は使い捨て吸収性物品のシャーシから分離しており、脚部ガスケットシステムの一部を形
成する、多数の別個の材料ウェブから形成され得る脚部ガスケットシステムの実施形態を
指す。全てのかかる実施形態が企図される。
【００４４】
　一実施形態では、脚部ガスケットシステム７０は、内側カフの折り畳まれた縁部７２と
、内側カフの材料縁部７３と、を有する内側カフ７１を含む。脚部ガスケットシステム７
０は、外側カフの折り畳まれた縁部７５と、外側カフの材料縁部７６と、を有する外側カ
フ７４を更に含んでよい。一部の実施形態では、材料ウェブは、横方向内側に（吸収性物
品２０の長手方向中心線１００に向かって）折り畳まれて外側カフの折り畳まれた縁部７
５を形成し、横方向外側に（吸収性物品２０の長手方向中心線１００から離れて）折り畳
まれて内側カフの折り畳まれた縁部７２を形成する。
【００４５】
　一実施形態では、外側カフの折り畳まれた縁部７５と、外側カフの材料縁部７６との間
の材料ウェブの少なくとも一部は、第１腰部領域３６、第２腰部領域３８、及び股部領域
３７においてシャーシ２２（例えば、トップシート２４、バックシート２６、及び／又は
不透明度強化パッチ８０）に取り付けられる。シャーシ２２への取り付けは、１つ又は２
つ以上のカフ取り付け結合部４３、４４を使用することによって行われる。一実施形態で
は、１つ、又は２つ以上のカフ取り付け結合部４３、４４は、第１腰部縁部１３から第２
腰部縁部１４まで連続的である、又は実質的に連続的である（例えば、連続的に間欠パタ
ーンである）。図３～６の例示的な実施形態に示すように、第１カフ取り付け結合部４３
は、外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料縁部７６との間の材料ウェブの少
なくとも一部をトップシート２４に取り付ける。また、第２カフ取り付け結合部４４は、
外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料縁部７６との間の材料ウェブの少なく
とも一部をバックシート２６に取り付ける（例えば、バックシートフィルム）。図３～６
では、単一の第１カフ取り付け結合部４３及び単一の第２カフ取り付け結合部４４が示さ
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れるが、多数の第１カフ取り付け結合部４３及び／又は多数の第２カフ取り付け結合部４
４を有する実施形態が企図される。図７～９の例示的な実施形態に示すように、第１カフ
取り付け結合部４３は、外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料縁部７６との
間の材料ウェブの少なくとも一部をトップシート２４に取り付ける。また、少なくとも１
つの第２カフ取り付け結合部４４は、第１腰部領域の３６の少なくとも一部及び第２腰部
領域３８の少なくとも一部において、外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料
縁部７６との間の材料ウェブの少なくとも一部を不透明度強化パッチ８０に取り付ける。
不透明度強化パッチは、少なくとも１つのＯＳＰ結合部４６によってバックシート２６の
内側層（例えば、バックシートフィルム）に取り付けられる。股部領域３７、第１腰部領
域３６の一部、及び第２腰部領域３８の一部において、外側カフの折り畳まれた縁部７５
と外側カフの材料縁部７６との間の材料ウェブの少なくとも一部は、カフ取り付け結合部
４４によってバックシート２６（内側又は外側バックシート層）に取り付けられる。換言
すると、第１腰部縁部１３から第２腰部縁部１４までは、外側カフの折り畳まれた縁部７
５と外側カフの材料縁部７６との間の材料ウェブの少なくとも一部は、連続的な、又は実
質的に連続的な第２カフ取り付け結合部４４によって、バックシート２６又は不透明度強
化パッチ８０のいずれかに取り付けられる。図７～９では、単一の第１カフ取り付け結合
部４３が示されるが、多数の第１カフ取り付け結合部４３を有する実施形態が企図される
。カフ取り付け結合部４３、４４、及びＯＳＰ結合部４６は、接着剤、熱接合、圧着、Ｃ
ＰＷ結合、又は当該技術分野において周知の任意の他の結合法の形態であってよい。図３
～９の例示的な実施形態では、カフ取り付け結合部４３、４４、及びＯＳＰ結合部４６は
、接着剤結合の形態であってよい。
【００４６】
　更に、内側カフの折り畳まれた縁部７２と外側カフの折り畳まれた縁部７５との間のウ
ェブ材料の少なくとも一部は、少なくとも股部領域３７及び第１腰部領域３６において、
外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料縁部７６との間の材料ウェブの少なく
とも一部に取り付けられる。少なくとも股部領域３７及び第１腰部領域３６における、内
側カフの折り畳まれた縁部７２と外側カフの折り畳まれた縁部７５との間の材料ウェブの
、外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料縁部７６との間の材料ウェブへの取
り付けは、１つ、又は２つ以上のカフ分離結合部４５を用いて行われる。図１～９に示す
ように、カフ分離結合部は、内側カフの折り畳まれた縁部７２と外側カフの折り畳まれた
縁部７５との間のウェブ材料の少なくとも一部を、股部領域３７、第１腰部領域３６、及
び第２腰部領域３８の一部において外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料縁
部７６との間の材料ウェブに取り付ける。カフ分離結合部４５は、接着剤、熱接合、圧着
、ＣＰＷ結合、又は当該技術分野において周知の任意の他の結合法の形態であってよい。
図３～９の例示的な実施形態では、カフ分離結合部４５は接着剤結合の形態である。
【００４７】
　図１及び４～９に示すように、内側カフの折り畳まれた縁部７２と外側カフの折り畳ま
れた縁部７５との間の材料ウェブは、第２腰部領域３８の少なくとも一部において、外側
カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料縁部７６との間の材料ウェブに取り付けら
れない。内側カフの折り畳まれた縁部７２と外側カフの折り畳まれた縁部７５との間の材
料ウェブが、第２腰部領域３８の少なくとも一部において外側カフの折り畳まれた縁部７
５と外側カフの材料縁部７６との間の材料ウェブに取り付けられないため、脚部ガスケッ
トシステムポケット４７は、脚部ガスケットシステム７０の第２腰部領域の少なくとも一
部に形成される。脚部ガスケットシステムポケット４７は、内側長手方向縁部４８と、外
側長手方向縁部４９と、を含み、これらは、脚部ガスケットシステムポケットの横方向寸
法を画定する。一部の実施形態では、脚部ガスケットシステムポケット４７の内側長手方
向縁部４８は、カフ分離結合部４５が長手方向に沿って延びる線と隣接している。一部の
実施形態では、外側長手方向縁部４９は、外側カフの折り畳まれた縁部７５と隣接してい
る。別の実施形態では、外側長手方向縁部４９は、外側カフ７４の最も外側の結合部と隣
接している。
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【００４８】
　一実施形態では、脚部ガスケットシステムポケット４７は、脚部ガスケットシステムポ
ケット４７の内側長手方向縁部４８に沿った距離を延びる開口部５１を含む。開口部５１
は、カフ分離結合部４５における破断部によって形成される。図１を参照すると、カフ分
離結合部４５は、吸収性物品の長手方向に延び、第１腰部領域３６及び股部領域３７にお
いて連続的である、又は実質的に連続的である（例えば、連続的に間欠パターンである）
。連続的なカフ分離結合部４５は、第２腰部領域３８まで連続するが、次いで、規定の距
離にわたって中断し、次いで、同一の長手方向線に沿って再開する。カフ分離結合部４５
がその長手方向線に沿って中断する距離は、内側カフの折り畳まれた縁部７２と外側カフ
の折り畳まれた縁部７５との間のウェブ材料が、外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側
カフの材料縁部７６との間の材料ウェブに取り付けられない距離である。したがって、こ
の距離は、脚部ガスケットシステムポケット４７の内側長手方向縁部４８に沿って延びる
開口部５１の長さである。開口部５１は、内側横方向縁部５２と、外側横方向縁部５３と
、を有し、カフ分離結合部４５は、カフ分離結合部４５が沿って延びる長手方向線に沿っ
て開始し、停止する。図１に示すように、開口部５１の長さは、カフ分離結合部４５が沿
って延びる長手方向線に沿って得られる、内側横方向縁部５２と外側横方向縁部５３との
間の距離を測定することによって決定され得る。
【００４９】
　別の実施形態では、脚部ガスケットシステムポケット４７は、これもまた脚部ガスケッ
トシステムポケット４７の内側長手方向縁部４８に沿った距離を延びる開口部５１を含む
。開口部５１は、カフ分離結合部４５における一連の破断部によって形成される。図１を
参照すると、カフ分離結合部４５は、吸収性物品の長手方向に延び、第１腰部領域３６及
び股部領域３７において連続的である。連続的なカフ分離結合部４５は、第２腰部領域３
８まで連続するが、次いで、所定の距離を間欠結合パターン（例えば、停止－開始－停止
－開始）になり、次いで、同一の長手方向線に沿って再び連続的になる。カフ分離結合部
４５がその長手方向線に沿って間欠結合パターンになる距離は、内側カフの折り畳まれた
縁部７２と外側カフの折り畳まれた縁部７５との間のウェブ材料が、外側カフの折り畳ま
れた縁部７５と外側カフの材料縁部７６との間の材料ウェブに間欠的に取り付けられる距
離である。カフ分離結合部４５の距離にわたるこの間欠パターンは、本明細書で合わせて
脚部ガスケットシステムポケットと呼ぶ、一連の小型ポケットを形成する。
【００５０】
　他の実施形態では、ポケット及び開口部は、特定種類の排出物及び漏れの防止が望まし
い特定の状況での必要に応じて、第１腰部領域、第２腰部領域、又は股部領域に存在し得
る。例えば、うつ伏せで（前面を下にして）眠る着用者は、睡眠中に前側腰部から尿が漏
出するのを阻止するために、前側腰部領域に位置するポケット及び開口部から恩恵を受け
ることがある。同様に、立位で物品着用するユーザーには、立位のときの重力のために、
物品の中心に位置する傾向にある排出物を収容するために、股部領域に開口部を形成する
ことが重要であり得る。
【００５１】
　一部の実施形態では、開口部５１は、長手方向に約５ｍｍ～約１００ｍｍ、又は、約５
ｍｍ～約１００ｍｍの範囲内の任意の範囲若しくは距離を測定し、一部の実施形態では、
この開口部は、約７５ｍｍ又は約５０ｍｍを測定し、他の実施形態では、この開口部は、
約１ｍｍ～約２０ｍｍを測定する。一実施形態では、開口部５１の長さは、脚部ガスケッ
トシステムポケット４７の長手方向全長の約１％～約７５％（又は、約１％～約７５％の
範囲内の任意の範囲若しくはパーセンテージ）である。脚部ガスケットシステムポケット
４７の長手方向全長は、ポケットの最も遠い長手方向内側部分からポケットの最も遠い長
手方向外側位置までの距離である。一部の実施形態では、ポケット４７の最も遠い長手方
向外側位置は、吸収性物品の第２腰部縁部であり、他の実施形態では、ポケット４７は、
第２腰部縁部に達することなく長手方向に終結する。図１に示す実施形態では、脚部ガス
ケットシステムポケット４７の長手方向全長は、カフ分離結合部４５が沿って延びる長手
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方向線に沿って得られる、開口部５１の内側横方向縁部５２から吸収性物品２０の第２腰
部縁部１４までの距離である。換言すると、図１に示す例示的な実施形態では、脚部ガス
ケットシステムポケット４７の長手方向寸法は、開口部５１の内側横方向縁部５２及び第
２腰部縁部１４によって画定される。一実施形態では、脚部ガスケットシステムポケット
４７の長手方向全長は、長手方向に約５ｍｍ～約２００ｍｍ、又は約５ｍｍ～約２００ｍ
ｍの範囲内の任意の範囲若しくは距離を測定し、一部の実施形態では、約１００ｍｍ、約
７５ｍｍ、又は約５０ｍｍ、他の実施形態では、長手方向全長は、約１ｍｍ～約２０ｍｍ
を測定する。一実施形態では、脚部ガスケットシステムポケット４７の開口部５１の外側
縁部は、第２腰部縁部１４から長手方向に約５ｍｍ内側に位置付けられ、開口部の内側縁
部は、第２腰部縁部１４から長手方向に約１００ｍｍ内側に位置付けられる。他の実施形
態では、開口部の内側／外側縁部は、第２腰部縁部１４から長手方向に約５ｍｍ～約２０
０ｍｍの範囲内の任意の範囲又は距離内側であり得、一部の実施形態では、開口部の外側
縁部は、第２腰部縁部１４から長手方向に約１００ｍｍ、約７５ｍｍ、約５０ｍｍ、約２
０ｍｍ、又は約１ｍｍ内側であり、一部の実施形態では、開口部の内側縁部は、第２腰部
縁部１４から長手方向に約２００ｍｍ、約１００ｍｍ、約７５ｍｍ、約５０ｍｍ、又は約
２０ｍｍ内側である。
【００５２】
　脚部ガスケットシステムポケット４７の横方向全幅は、ポケットの最も遠い横方向内側
部分からポケットの最も遠い横方向外側部分までの距離である。図１に示す実施形態では
、脚部ガスケットシステムポケット４７の横方向全幅は、第２腰部縁部１４に対して平行
であり、かつ脚部ガスケットシステムポケットの開口部５１の中央で中心にある線に沿っ
て得られる、脚部ガスケットシステムポケットの内側長手方向縁部４８から脚部ガスケッ
トシステムポケットの外側長手方向縁部４９までの距離である。換言すると、図１に示す
例示的な実施形態では、脚部ガスケットシステムポケット４７の横方向寸法（即ち、幅）
は、脚部ガスケットシステムポケット４７の内側及び外側長手方向縁部４８、４９によっ
て画定される。一実施形態では、脚部ガスケットシステムポケット４７の横方向全幅は、
横方向に約５ｍｍ～約６０ｍｍ、又は約５ｍｍ～約６０ｍｍの範囲内の任意の範囲若しく
は距離を測定し、一部の実施形態では、約３０ｍｍ、約２５ｍｍ、又は約２０ｍｍ、他の
実施形態では、横方向全幅は、約１ｍｍ～約２０ｍｍを測定する。一実施形態では、脚部
ガスケットシステムポケット４７の横方向全幅は、脚部ガスケットシステムポケット４７
の長手方向全長の約１％～約７５％（又は、約１％～約７５％の範囲内の任意の範囲若し
くはパーセンテージ）である。一実施形態では、開口部５１の長さは、脚部ガスケットシ
ステムポケット４７の横方向全幅の約２０％～約１００％（又は、約２０％～約１００％
の範囲内の任意の範囲若しくはパーセンテージ）である。
【００５３】
　吸収性物品の着用者が粘性の低い排便を有する場合、粘性の低い排便は排便時に広がり
、レッグカフと着用者の脚部との間の領域、又は腰部領域と着用者の背中との間の領域に
おいて吸収性物品から漏れ出すことが多い。この種の漏れは、ユーザーの身体と取り付け
られた吸収性物品との間がぴったりフィットしているために、着用者の動作中に粘性の低
い排便を吸収性物品内に収容したままにする余地を十分に確保できないためである。本明
細書に詳述する脚部ガスケットシステムと組み合わせた、本明細書に詳述する脚部ガスケ
ットシステムポケット４７の１つの利点は、身体排出物（例えば、糞便物質）を封入する
ためにレッグカフ内に追加の空隙容量を提供する、追加のポケット付き領域である。着用
者が動作を行うと、身体排出物の一部は、着用者の背中と吸収性物品の後側腰部領域との
間、又は吸収性物品のレッグカフ着用者との間の領域から漏れ出し得る前に、脚部ガスケ
ットシステムポケット４７内に移動して封入され、脚部ガスケットシステム内の２層の不
織布の間に保持／捕捉される。したがって、本明細書に詳述する脚部ガスケットシステム
ポケット４７は、漏れを低減させる。更に、脚部ガスケットシステムポケット４７は、レ
ッグカフ内に更なる間隙容量を提供して糞便物質を受容するが、このことは着用者の皮膚
からの糞便物質の分離に役立つ。
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【００５４】
　一実施形態では、脚部ガスケットシステムポケット４７は弾性部材７７を含まない。一
実施形態では、脚部ガスケットシステムポケット４７は、１つ、又は２つ以上のスナップ
バック弾性部材を含む。一実施形態では、脚部ガスケットシステムポケット４７は、吸収
性物品の第２腰部縁部１４に沿って第２開口部５５を有する。一実施形態では、脚部ガス
ケットシステムポケット４７は、第２腰部縁部１４に沿って封止される。
【００５５】
　一実施形態では、外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料縁部７６との間の
材料ウェブの少なくとも一部は、第１腰部領域３６、第２腰部領域３８、及び股部領域３
７において、シャーシ２２（例えば、トップシート２４、バックシート２６、及び／又は
不透明度強化パッチ８０）に取り付けられ、内側カフの折り畳まれた縁部７２と外側カフ
の折り畳まれた縁部７５との間の材料ウェブの少なくとも一部は、股部領域３７及び第１
腰部領域３６において、外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料縁部７６との
間の材料ウェブに取り付けられ、外側カフは、弾性接着剤７９と、外側カフの折り畳まれ
た縁部７５、弾性接着剤７９、及び１）外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材
料縁部７６との間の材料ウェブと、２）外側カフの折り畳まれた縁部７５と内側カフの折
り畳まれた縁部７２との間の材料ウェブと、の間に配置された少なくとも１つの弾性部材
に対して平行に延びる、少なくとも１つの長手方向に方向付けられた弾性部材と、を含み
、第２腰部領域の少なくとも一部において、外側カフは、弾性接着剤７９及び弾性部材７
７を含まず、したがって、１）外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料縁部７
６との間の材料ウェブと、２）外側カフの折り畳まれた縁部７５と内側カフの折り畳まれ
た縁部７２との間の材料ウェブと、の間に脚部ガスケットシステムポケット４７を形成し
、脚部ガスケットシステムポケット４７は、外側カフの折り畳まれた縁部７５に外側長手
方向縁部４９を有し、脚部ガスケットシステムポケット４７は、脚部ガスケットシステム
ポケットの内側長手方向縁部４８に開口部５１を備える。
【００５６】
　一部の実施形態では、ポケット４７は、ポケット４７の少なくとも一部（例えば、ポケ
ット全体）が、ポケット４７の機能を示すものとして使用前に着用者又は介護者に見える
ように、ポケットの外周の少なくとも一部（例えば、ポケットの全外周）を画定する熱接
合又は圧着を含む。
【００５７】
　一部の実施形態では、ポケット４７は、シャーシの横方向縁部まで延在し、粘性の低い
排便の流れを容易にするためのチャネルを形成する。この開放チャネル領域は、接着剤、
機械的結合、熱接合など任意の好適な結合技法によって封止され得る。
【００５８】
　一部の実施形態では、ポケット４７は、介護者が吸収性物品を容易に着用者に適用する
ために効果的な特徴として使用できる。ポケット４７は、着用者への適用中に、吸収性物
品に指を挿入し、これを広げるために使用でき、したがって、適用を容易にする。左ポケ
ットと右ポケットとの間の横方向距離は、約１２０ｍｍ～約２５０ｍｍ、又は約１２０ｍ
ｍ～約２５０ｍｍの範囲内の任意の範囲若しくは距離を測定し、一部の実施形態では、左
ポケットと右ポケットとの間の横方向距離は、約１２０ｍｍ、約１５０ｍｍ、又は約２０
０ｍｍを測定し、他の実施形態では、左ポケットと右ポケットとの間の横方向距離は、約
２１０ｍｍ、又は約２５０ｍｍを測定される。
【００５９】
　別の実施形態では、低表面張力裏抜け又は静水頭など疎水性は、排出物がポケットを備
える材料を通って漏れないような方法で、ポケット４７の少なくとも（a least）一部で
増加し得る。したがって、これにより、収容された糞便物質を着用者から分離し続ける。
疎水性の増加は、疎水性コーティング、インク、接着剤、シリコーン、追加材料、若しく
はこれらの組み合わせを適用することによって、又は当該技術分野において周知の他の手
段によって達成できる。
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【００６０】
　一実施形態では、外側カフ７４及び内側カフ７１は同じ色である。一実施形態では、外
側カフ７４及び内側カフ７１は異なる色である。一実施形態では、脚部ガスケットシステ
ム７０のカフの１つ、又は２つ以上に追加の印刷が存在する。内側カフ及び外側カフの両
方に印刷が含まれる実施形態では、印刷は、各カフで同じでも、異なっていてもよい。
【００６１】
　別の実施形態では、脚部ガスケットシステム７０は、使用前に利点を示すように、ポケ
ット４７の少なくとも一部の輪郭を描く、つまりこれを画定する印刷区域を含む。
【００６２】
　一実施形態では、外側カフ７４は、外側カフの折り畳まれた縁部７５と外側カフの材料
縁部７６との間の横方向配列に位置付けられた弾性部材７７を含む。図２～４に示すよう
に、弾性部７７、７８は、弾性接着剤７９によって、外側カフを形成する材料ウェブの一
部に取り付けられる。かかる実施形態では、弾性部は、１）外側カフの折り畳まれた縁部
７５と外側カフの材料縁部７６との間の材料ウェブの一部と、２）外側カフの折り畳まれ
た縁部７５と内側カフの折り畳まれた縁部７２との間のウェブ材料の一部と、の間に位置
付けられる。外側カフ７４は、少なくとも２つの弾性部材７７、少なくとも３つの弾性部
材７７、少なくとも４つの弾性部材７７、少なくとも５つの弾性部材７７、又は少なくと
も６つの弾性部材７７を備えてよい。１つの実施形態においては、弾性部材７７は、外側
カフの折り畳まれた縁部７５と内側カフの材料縁部７３との間に配置されてよい。
【００６３】
　一実施形態では、内側カフ７１は、内側カフの折り畳まれた縁部７２と内側カフの材料
縁部７３との間の横方向配列に位置付けられる、一連の弾性部材７８を備える。弾性部は
、弾性接着剤７９によって、内側カフを形成する材料ウェブの一部に取り付けられる。か
かる実施形態では、弾性部は、１）内側カフの折り畳まれた縁部７２と内側カフの材料縁
部７３との間の材料ウェブの一部と、２）内側カフの折り畳まれた縁部７２と外側カフの
折り畳まれた縁部７５との間のウェブ材料の一部と、の間に位置付けられる。内側カフ７
１は、少なくとも１つの弾性部材７８、少なくとも２つの弾性部材７８、少なくとも３つ
の弾性部材７８、少なくとも４つの弾性部材７８、又は少なくとも５つの弾性部材７８を
備えてよい。一実施形態では、弾性部材７８は、内側カフの折り畳まれた縁部７２と外側
カフの材料縁部７６との間に配置されてよい。
【００６４】
　一実施形態では、外側カフ７４は、内側カフ７１の弾性部材７８よりも少なくとも１つ
多い弾性部材７７を備える。一実施形態では、内側カフの材料縁部７３は、外側カフの材
料縁部７６の横に向かって外側に配置される。
【００６５】
　一実施形態では、弾性部材７７及び７８は、部材の１つの縁部から部材の他方の縁部ま
で少なくとも２ｍｍ、任意選択的に少なくとも３ｍｍ、任意選択的に少なくとも３．５ｍ
ｍ、任意選択的に少なくとも４ｍｍ、任意選択的に少なくとも４．５ｍｍ、任意選択的に
少なくとも５ｍｍ、任意選択的に少なくとも５．５ｍｍ、任意選択的に少なくとも６ｍｍ
、任意選択的に少なくとも６．５ｍｍ、任意選択的に少なくとも７ｍｍ、任意選択的に少
なくとも７．５ｍｍ、任意選択的に少なくとも８ｍｍ、任意選択的に少なくとも８．５ｍ
ｍ、任意選択的に少なくとも９ｍｍ、任意選択的に少なくとも９．５ｍｍ、任意選択的に
少なくとも１０ｍｍ、任意選択的に少なくとも１０．５ｍｍ、任意選択的に少なくとも１
１ｍｍ、任意選択的に少なくとも１１．５ｍｍ、任意選択的に少なくとも１２ｍｍ離間さ
れる。一実施形態では、最も外側の弾性部材７７及び７８は、外側カフの材料縁部７６及
び内側カフの材料縁部７３から約２ｍｍ未満、任意選択的に約１．５ｍｍ未満、約１ｍｍ
未満である。
【００６６】
　一実施形態では、外側カフ７４は、約４ｍｍ離間した、４つの弾性部材７７を有する。
外側カフ７４は、約２ｍｍ／７ｍｍ／２ｍｍ離間した、４つの弾性部材を有してよい。外
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側カフ７４は、約６ｍｍ離間した、３つの弾性部材７７を有してよい。外側カフ７４は、
約１２ｍｍ離間した、２つの弾性部材を有してよい。外側カフ７４は、外側カフの折り畳
まれた縁部７５から離間するように、約３ｍｍ／６ｍｍ／３ｍｍ離間した、２つの弾性部
材を有してよい。任意の実施形態では、伸縮部材は、外側カフの折り畳まれた縁部７５か
ら約２ｍｍ、必要に応じて外側カフの折り畳まれた縁部７５から約０ｍｍであってもよい
。
【００６７】
　一実施形態では、脚部ガスケットシステム７０は、内側カフの折り畳まれた縁部７２及
び内側カフの材料縁部７３からなる内側カフ７１を有する。脚部ガスケットシステム７０
は、外側カフの折り畳まれた縁部７５と、外側カフの材料縁部７６と、を備える、外側カ
フ７４を更に備えてよい。脚部ガスケットシステムは、内側カフ７１を備える第１材料と
、外側カフ７４を備える第２材料と、を含んでよい。第１材料及び第２材料は重なり合い
、任意の好適な結合手段により、それぞれの材料の長手方向縁部に沿って１つに接合され
得る（即ち、単一ウェブ）、又は別個の材料ウェブであり得る。一実施形態では、材料ウ
ェブは、横方向内側に折り畳まれて外側カフの折り畳まれた縁部７５を形成し、横方向外
側に折り畳まれて内側カフの折り畳まれた縁部７２を形成する。１つの実施形態において
は、外側カフ７４の近位縁部は境界を共有している。一実施形態では、外側カフ７４の近
位縁部は、約２ｍｍ超、約４ｍｍ超、約６ｍｍ超、約１０ｍｍ超離間している。一実施形
態では、カフの近位材料縁部は両方とも、内側カフに接合されている。一実施形態では、
外側カフ７４の近位材料縁部の一方のみが、内側カフに接合されている。一実施形態では
、外側カフの近位材料縁部は、任意の好適な接合手段を用いて一緒に保持される。
【００６８】
　一実施形態では、脚部ガスケットシステム７０は、シャーシの長手方向縁部１２の横方
向内側に約１０ｍｍ、任意選択的に約２０ｍｍ、任意選択的に約３０ｍｍ、任意選択的に
約６０ｍｍ、又はそれ以上離間している。別の実施形態では、シャーシの横方向外側縁部
は、外側カフの横方向縁部によって画定される。別の実施形態では、バックシート及び／
又は高分子フィルムは、外側カフ縁部の横方向内側に約１０ｍｍ、任意選択的に約２０ｍ
ｍ、任意選択的に約３０ｍｍ、任意選択的に約４０ｍｍ離間している。
【００６９】
　一実施形態では、脚部ガスケットシステム７０の横方向外側縁部は、腰部領域の少なく
とも１つにおいて、物品の長手方向縁部の少なくとも一部の横方向内側に配置される。し
たがって、一実施形態では、前耳部４０及び／又は後耳部４２は、脚部ガスケットシステ
ム７０を越えて延びる。
【００７０】
　一実施形態では、内側カフ７１の高さは、少なくとも約１０ｍｍ、少なくとも約２０ｍ
ｍ、少なくとも約３０ｍｍ、少なくとも約３２ｍｍ、少なくとも約３５ｍｍ、少なくとも
約３８ｍｍである。一実施形態では、外側カフ７４の高さは、少なくとも約１５ｍｍ、少
なくとも約２３ｍｍ、少なくとも約２５ｍｍ、少なくとも約２７ｍｍ、少なくとも約３０
ｍｍである。内側カフの高さは、第１の接続点までの、内側カフの折り畳まれた縁部７２
から、股部領域における内側カフの材料縁部７３を越えた材料まで測定される。外側カフ
の高さは、内側カフ７２が有する第１の接続点までの、外側カフの折り畳まれた縁部７５
から、股部領域における内側カフの材料縁部７３を越えた材料まで測定される。したがっ
て、内側カフ及び外側カフは、それらの対応の折り畳まれた縁部から、内側カフが、内側
カフの材料縁部を越えて第１材料に接続される点まで測定される。
【００７１】
　本明細書に詳述する脚部ガスケットシステム７０の１つの利点は、実質的に液体不透過
性の材料をカフの構成で使用するとき、高分子フィルム層を狭くしても又は全く存在させ
なくてもよく、より費用効果の高い設計を生むことである。より信頼性の高い加工を行う
接着剤の技法を利用することは、結果として、より信頼性の高い性能となり、実質的に液
体不透過性の封止部を形成する。この技術は、余分に重複するシール部に対する必要性を
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低減させるため、フィルム層を狭くすることが可能となり、吸収性コアよりも若干広い程
度の狭いフィルム層とすることが可能となる。
【００７２】
　本明細書に詳述する吸収性物品の一実施形態では、バックシート高分子フィルムは、吸
収性コアよりも約５０ｍｍ未満幅広い、任意選択的に約４０ｍｍ未満幅広い、約３０ｍｍ
未満幅広い。一実施形態では、バックシート高分子フィルムは、シャーシ幅より少なくと
も約２０ｍｍ狭く、任意選択的にシャーシ幅より少なくとも約４０ｍｍ狭く、任意選択的
にシャーシ幅より少なくとも約６０ｍｍ狭く、任意選択的にシャーシ幅より少なくとも約
８０ｍｍ狭く、任意選択的にシャーシ幅より少なくとも約１００ｍｍ狭く、任意選択的に
シャーシ幅より少なくとも約１２０ｍｍ狭い。
【００７３】
　本明細書に詳述する吸収性物品の一実施形態では、レッグカフは、スロットコーティン
グされた接着剤によってトップシート及び／又はバックシートに接合される。一実施形態
では、少なくとも約１２ｇｓｍの接着剤が塗布され、任意選択的に少なくとも約１５ｇｓ
ｍの接着剤が塗布され、任意選択的に少なくとも約２０ｇｓｍの接着剤が塗布され、任意
選択的に少なくとも約２５ｇｓｍの接着剤が塗布され、任意選択的に少なくとも約４０ｇ
ｓｍの接着剤が塗布され、任意選択的に少なくとも約６０ｇｓｍの接着剤が塗布される。
一実施形態では、接着剤は、少なくとも幅約１ｍｍ、任意選択的に少なくとも幅約３ｍｍ
、任意選択的に少なくとも幅約７ｍｍである。一実施形態では、接着剤は、フィルムの外
側横方向縁部の少なくとも約２ｍｍ内側、任意選択的にフィルムの外側横方向縁部の少な
くとも４ｍｍ内側、任意選択的にフィルムの外側横方向縁部の少なくとも約６ｍｍ内側で
ある。一実施形態では、レッグカフは、２つの重ね合わせた重複するスパイラル接着スプ
レーによって、任意選択的に３つの重ね合わせた重複するスパイラル接着スプレーによっ
て、トップシート及び／又はバックシートに接合される。
【００７４】
　別の実施形態では、排出物の捕捉を可能にするポケット４７及び開口部５１を含む本発
明の説明は、吸収性コアを含まない物品と組み合わせて使用できる。これにより、排出物
が製品に吸収されることなく、分析用の排出物を容易に収集できるため、医療産業での使
用が意図される製品に有用である。
【００７５】
　加えて、本明細書に詳述する吸収性物品で有用である例示的な脚部ガスケットシステム
７０の更なる実施形態を添付の図面の図１１ａ～１１ｔに示す。
【００７６】
　腰部ガスケット要素：
　使い捨て吸収性物品２０は、シャーシ２２及び脚部ガスケットシステム７０の両方に取
り付けられる少なくとも１つの腰部ガスケット要素８１を含んでよい。図１２は、第２腰
部領域３８に腰部ガスケット要素８１を含む、本明細書に詳述する使い捨て吸収性物品２
０の実施形態の概略図である。図１３は、図１２の第２腰部領域３８の拡大概略図である
。図１４は、平坦な非収縮状態にある図１３の例示的な第２腰部領域３８の概略断面図を
示しており、この図は、長手方向中心線１００によって切断したものである。図１５～１
８はまた、図１３の第２腰部領域３８の概略断面図を示す。図１５及び１７は、図１３の
線Ｄ－Ｄによる概略断面図である。図１６及び１８は、図１３の線Ｅ－Ｅによる概略断面
図である。
【００７７】
　一実施形態では、少なくとも１つの腰部ガスケット要素８１は、単一の連続的な材料ウ
ェブを備える。単一の材料ウェブを有する実施形態は、２つ以上の材料ウェブを有する実
施形態に対して、コスト面で有利であり得る。更に、１つの材料ウェブで形成された腰部
ガスケット要素は、２つ以上の材料ウェブを結合することにより形成される穴が存在しな
いため、漏れがより少なくなり得る。また、１つの材料ウェブを有する実施形態は、目に
見える機械的な結合部がほとんどないため、見た目がより美しいものとなり得る。他の実
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施形態では、腰部ガスケット要素８１は、２つ以上の材料ウェブ（例えば、接合されて１
つの材料ウェブになる多数の材料ウェブ、又は使い捨て吸収性物品シャーシとは分離して
おり、腰部ガスケット要素の一部を形成する、多数の別個の材料ウェブ）から形成され得
る。ここで、「材料ウェブ」又は「材料ウェブの一部」に関連して腰部ガスケット要素８
１上の位置（例えば、折り畳まれた縁部、材料縁部など）について詳述する。「材料ウェ
ブ（a web of material）」又は「材料ウェブ（the web of material）」という記述は、
単一の連続材料ウェブ、接合されて１つの材料ウェブになる多数の材料ウェブ、折り畳ま
れて、同一材料の多数の層を形成する単一の材料、切り込みによって分離し、再接合され
る単一の材料、又は使い捨て吸収性物品シャーシから分離しており、脚部ガスケットシス
テムの一部を形成する、多数の別個の材料ウェブから形成され得る脚部ガスケットシステ
ムの実施形態を指す。全てのかかる実施形態が企図される。
【００７８】
　一実施形態では、腰部ガスケット要素８１は、内側横方向縁部８２と、外側横方向縁部
８３と、２つの長手方向縁部８４と、を含む。一部の実施形態では、腰部ガスケット要素
８１を形成する材料ウェブは、長手方向外側に（吸収性物品２０の横方向中心線１１０か
ら離れて）折り畳まれて、内側横方向縁部８２を形成する。かかる実施形態では、内側横
方向縁部８２はまた、腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９の位置であり、外側横
方向縁部８３はまた、腰部ガスケット要素の第１材料縁部９０及び腰部ガスケット要素の
第２材料縁部９１でもある。１つの折り畳まれた縁部８９及び２つの材料縁部９０、９１
を備える腰部ガスケット要素８１を示す実施形態を図１３～１８に示すが、別の有用な腰
部ガスケット要素構成が企図される。例えば、別の腰部ガスケット要素８１は、２つの別
個の材料ウェブを含んでよく、したがって、４つの材料縁部（内側横方向縁部８２に２つ
及び外側横方向縁部８３に２つ）を有する。別の例として、別の腰部ガスケット要素は、
２つの折り畳まれた縁部（内側横方向縁部８２に１つ、外側横方向縁部８３に１つ）及び
２つの材料縁部を有するように形成される、連続的なウェブ材料を有してよい。
【００７９】
　更に、腰部ガスケット要素８１は、腰部ガスケット要素８１の外側横方向縁部８３の少
なくとも一部はシャーシ２２に取り付けられ、腰部ガスケット要素８１の外側横方向縁部
８３の少なくとも一部は脚部ガスケットシステム７０の材料ウェブに取り付けられるよう
に、１）使い捨て吸収性物品２０のシャーシ２２、及び２）脚部ガスケットシステム７０
に取り付けられ、腰部ガスケット要素８１の内側横方向縁部８２は使い捨て吸収性物品２
０のシャーシ２２に取り付けられない。腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９、腰
部ガスケット要素の第１材料縁部９０、及び腰部ガスケット要素の第２材料縁部９１を有
する腰部ガスケット要素８１を含む実施形態では、腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁
部８９と腰部ガスケット要素の第２材料縁部９１との間の材料ウェブの少なくとも一部は
、シャーシ２２のトップシート２４及び／又はバックシート２６に取り付けられる。腰部
ガスケット要素８１のシャーシ２２への取り付けは、１つ、又は２つ以上の外側横方向縁
部結合部８５を使用することによって行われる。図１２～１４の実施形態に示すように、
外側横方向縁部結合部８５は、腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９と腰部ガスケ
ット要素の第２材料縁部９１との間の腰部ガスケット要素の材料ウェブの少なくとも一部
をトップシート２４に取り付ける。一実施形態では、取り付け結合部８５は、シャーシ２
２の第２腰部縁部１４にあり、他の実施形態では、取り付け結合部は、シャーシの腰部縁
部から少なくとも２ｍｍ内側、シャーシの腰部縁部から少なくとも１０ｍｍ内側、シャー
シの腰部縁部から少なくとも２０ｍｍ内側、シャーシの腰部縁部から少なくとも５０ｍｍ
内側、又はシャーシの腰部縁部から約２ｍｍ～約５０ｍｍの範囲内の任意の範囲若しくは
距離内側に配置される。外側横方向縁部結合部８５は、接着剤、熱接合、圧着、ＣＰＷ結
合、又は当該技術分野において周知の任意の他の結合法の形態であってよい。図１２～１
４の例示的な実施形態では、外側横方向縁部結合部８５は、接着剤結合、熱接合、又は圧
着の形態である。
【００８０】
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　腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９、腰部ガスケット要素の第１材料縁部９０
、及び腰部ガスケット要素の第２材料縁部９１を有する腰部ガスケット要素８１を含む実
施形態では、腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９と腰部ガスケット要素の第２材
料縁部９１との間の材料ウェブの少なくとも一部は、脚部ガスケットシステム７０の材料
ウェブに取り付けられる。腰部ガスケット要素８１の脚部ガスケットシステム７０を形成
する材料ウェブへの取り付けは、１つ、又は２つ以上の長手方向縁部結合部８６を使用す
ることによって行われる。図１２～１８の実施形態に示すように、長手方向縁部結合部８
６は、腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９と腰部ガスケット要素の第２材料縁部
９１との間の腰部ガスケット要素の材料ウェブの少なくとも一部を、脚部ガスケットシス
テム７０を形成する材料ウェブに取り付ける。図１５～１６に示す実施形態では、長手方
向縁部結合部８６は、腰部ガスケット要素８１の長手方向縁部８４に近接して位置する（
又は、それと隣接していてよい）。別の実施形態（図示なし）では、長手方向縁部結合部
８６は、脚部ガスケットシステム７０の内側カフの折り畳まれた縁部７２に近接して位置
する（又は、それと隣接してよい）。図１７～１８に示す実施形態では、長手方向縁部結
合部８６は、図１５～１６の実施形態よりも幅広であり、１）腰部ガスケット要素８１の
長手方向縁部８４と、２）脚部ガスケットシステム７０の内側カフの折り畳まれた縁部７
２との間の距離にわたる。換言すると、具体的に図１７～１８に示す実施形態の長手方向
縁部結合部８６に関して、腰部ガスケット要素８１は、脚部ガスケットシステム７０が腰
部ガスケット要素８１と重なり合う領域の実質的に全体で脚部ガスケットシステム７０に
取り付けられる。一部の実施形態では、腰部ガスケット要素８１は、脚部ガスケットシス
テム７０が腰部ガスケット要素８１と重なり合う領域全体の約５０％超、約６０％超、約
７０％超、約８０％超、約９０％超、約９５％超にわたって脚部ガスケットシステム７０
に取り付けられる。長手方向縁部結合部８６は、接着剤、熱接合、圧着、ＣＰＷ結合、又
は当該技術分野において周知の任意の他の結合法の形態であってよい。図１２～１８の例
示的な実施形態では、長手方向縁部結合部８６は、接着剤結合、熱接合、又は圧着の形態
である。
【００８１】
　一部の実施形態では、腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９と腰部ガスケット要
素第１材料縁部９０との間のウェブ材料の一部は、少なくとも１つの腰部ガスケット要素
結合部９２によって、腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９と腰部ガスケット要素
の第２材料縁部９１との間のウェブ材料の一部に取り付けられる。図１２～１４に示す実
施形態では、腰部ガスケット要素結合部９２は、腰部ガスケット要素の第１材料縁部９０
及び腰部ガスケット要素の第２材料縁部９１に近接して位置する（腰部ガスケット要素結
合部９２は、腰部ガスケット要素の第２材料縁部９１と隣接していてもよい）。腰部ガス
ケット要素結合部９２は、接着剤、熱接合、圧着、ＣＰＷ結合、又は当該技術分野におい
て周知の任意の他の結合法の形態であってよい。図１２～１４の例示的な実施形態では、
腰部ガスケット要素結合部９２は接着剤結合の形態である。
【００８２】
　図１２～１８に示すように、腰部ガスケット要素８１の内側横方向縁部８２は、使い捨
て吸収性物品２０のシャーシ２２に取り付けられない。腰部ガスケット要素８１はシャー
シ２２に取り付けられていないため、腰部ガスケット要素ポケット９３が形成される。腰
部ガスケット要素ポケット９３は図１４に示されている。腰部ガスケット要素ポケット９
３は、腰部ガスケット要素ポケット９３の長手方向長さの寸法を画定する、内側横方向縁
部９４と、外側横方向縁部９５と、を含む。一部の実施形態では、腰部ガスケット要素ポ
ケット９３の内側横方向縁部９４は、腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９と隣接
している。一部の実施形態では、腰部ガスケット要素ポケット９３の外側横方向縁部９５
は、外側横方向縁部結合部８５と隣接している。別の実施形態では、外側横方向縁部９５
は、腰部ガスケット要素８１の最も外側の結合部と隣接している。腰部ガスケット要素ポ
ケット９３は、腰部ガスケット要素ポケット９３の内側横方向縁部９４に沿った距離を延
びる開口部９６を含む。
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【００８３】
　図１３に示す実施形態では、腰部ガスケット要素ポケット９３の長手方向全長は、腰部
ガスケット要素ポケットの腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９から外側横方向縁
部結合部８５までの距離である。換言すると、図１３に示す例示的な実施形態では、腰部
ガスケット要素ポケット９３の長手方向寸法は、腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部
８９及び外側横方向縁部結合部８５によって画定される。一実施形態では、腰部ガスケッ
ト要素ポケット９３の長手方向全長は、長手方向に約５ｍｍ～約１００ｍｍ、又は約５ｍ
ｍ～約１００ｍｍの範囲内の任意の範囲若しくは距離を測定し、一部の実施形態では、約
６０ｍｍ、約４０ｍｍ、又は約３５ｍｍ、他の実施形態では、長手方向全長は、約１ｍｍ
～約３０ｍｍを測定する。
【００８４】
　図１３に示す実施形態では、腰部ガスケット要素８１の横方向全幅は、腰部ガスケット
要素８１の片側の長手方向縁部８４から腰部ガスケット要素のもう一方の側の長手方向縁
部８４までの距離である。一実施形態では、腰部ガスケット要素８１の横方向全幅は、横
方向に約６０ｍｍ～約２００ｍｍ、又は約６０ｍｍ～約２００ｍｍの範囲内の任意の範囲
若しくは距離を測定し、一部の実施形態では、約６０ｍｍ、約１００ｍｍ、又は約１５０
ｍｍ、他の実施形態では、横方向全幅は、約５０ｍｍ～約３００ｍｍを測定する。
【００８５】
　吸収性物品の着用者が粘性の低い排便を有する場合、粘性の低い排便は排便時に広がり
、腰部領域と着用者の背中との間の領域で吸収性物品から漏れ出すことが多い。この種の
漏れは、ユーザーの身体と取り付けられた吸収性物品との間がぴったりフィットしている
ために、着用者の動作中に粘性の低い排便を吸収性物品内に収容したままにする余地を十
分に確保できないためである。本明細書に詳述する脚部ガスケットシステムと組み合わせ
た、本明細書に詳述する腰部ガスケット要素８１の１つの利点は、身体排出物（例えば、
糞便物質）を封入するためにレッグカフ及び腰部領域内に追加の空隙容量を提供する、追
加のポケット付き領域（４７及び９３）である。着用者が動作を行うと、身体排出物の一
部は、着用者の背中と吸収性物品の後側腰部領域との間から漏れ出し得る前に、腰部ガス
ケット要素ポケット９３内に移動して封入され、２層の不織布の間に保持／捕捉される。
したがって、本明細書に詳述する腰部ガスケット要素８１は、漏れを低減させる。更に、
腰部ガスケット要素ポケット９３は、腰部領域内に更なる間隙容量を提供して糞便物質を
受容し、このことは着用者の皮膚からの糞便物質の分離に役立つ。
【００８６】
　更に、腰部ガスケット要素ポケット９３は脚部ガスケットシステムポケット４７と共に
機能して、吸収性物品内に更なる間隙容量を提供し、糞便物質を受容する、及び／又は糞
便物質が脚部ガスケットシステムポケット開口部５１を見つけるためにより容易な経路を
提供する。腰部ガスケット要素８１内での任意の弾性材料（例えば、以下に詳述する脚部
弾性部８７）のガスケット動作は、腰部ガスケット要素８１の内側横方向縁部８２を持ち
上げて、吸収性物品のシャーシ２２からから離すように機能してよい。腰部ガスケット要
素８１の長手方向縁部結合部８６は、腰部ガスケット要素を脚部ガスケットシステム７０
の内側カフ７１及び／又は外側カフ７４に取り付ける。したがって、腰部ガスケット要素
８１内の任意の弾性材料（例えば、脚部弾性部８７）のガスケット動作は、脚部ガスケッ
トシステム７０の内側カフ７１及び／又は外側カフ７４を持ち上げて、シャーシ２２から
離し、したがって、脚部ガスケットシステムポケット５１の開口部５１を拡大してよい。
脚部ガスケットシステムポケット５１の開口部５１を拡大すると、ポケットは、より容易
に糞便物質を受容できる。
【００８７】
　理論に束縛されるものではないが、腰部ガスケット要素８１は、本発明の多数の態様に
よって形成される、身体に対する封止部を提供できる。第１に、腰部ガスケット要素８１
は伸縮性であり、使用中は張力を受けるように設計されている。使用中の張力は、介護者
がぴったりフィットさせようとする、製品を適用するプロセスにおいて介護者によっても
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たらされる。キャプスタン効果により、適用中にもたらされた張力及び身体の半径は、腰
部ガスケット要素と身体との間に、身体に対して垂直方向である力をもたらす。腰部ガス
ケット要素８１と身体との間の垂直力は、身体排出物に腰部ガスケット要素８１とシャー
シ又はトップシートとの間を移動させ、身体排出物を腰部ガスケット要素ポケット９３に
押し込める最初の封止部をもたらす。更に、速やかに排泄された身体排出物は、身体排出
物を吸収性物品２０全体に分配する圧力を有することが既知である。身体排出物が腰部ガ
スケット要素８１とシャーシ２２との間で捕捉されると、次いで、身体排出物から形成さ
れた圧力は、身体に対して腰部ガスケット要素８１を更に封止するように作用し、上記の
キャプスタン効果による垂直力に加え、更に優れた封止部を形成する。腰部ガスケット要
素８１は身体に対して封止されるため、身体排出物はそこから逃げ出すことができず、次
いで、一定量の身体排出物は、横方向に脚部ガスケットシステムポケット４７へと押し込
まれて収容される。
【００８８】
　身体に対する腰部ガスケット要素８１の封止をもたらすキャプスタン効果から最大限の
効果を達成するためには、脚部ガスケットシステムは、理想的には、連続的な凸面、若し
くは連続的な円筒形状、又はこれらの近似形状を有する身体の領域に位置付けられるべき
である。身体面が、いずれかの時点で凹状、つまり「谷状」になると、腰部ガスケット要
素８１は、身体と腰部ガスケット要素との間に適切な封止部を形成できなくなる。これに
より、排泄物は、身体と腰部ガスケット要素８１との間の空間から逃げ出すことができる
。したがって、身体が確実に正しい形状を有して、封止部を十分に形成できるように、腰
部ガスケット要素８１は、殿溝よりも上方に位置付けることが重要である。理想的には、
腰部ガスケット要素８１は、殿溝の最頂部、殿溝の１０ｍｍ上方、殿溝の２５ｍｍ上方、
又は殿溝の５０ｍｍ上方に位置付けられ得る。
【００８９】
　加えて、シャーシ２２が身体にぴったりフィットしない場合でも腰部ガスケット要素が
接触を保てるように、腰部ガスケット要素８１を十分に高くすることは有用であり得る。
更に、十分な量の身体排出物が腰部ガスケット要素ポケット９３に存在できるように、こ
のポケットに十分な間隙容量をもたらすことは有用であり得る。腰部ガスケット要素８１
が、確実に十分に殿溝の上方にあり、かつ十分に高くて身体を封止し、十分な間隙容量を
形成するためには、吸収性物品２０の最上部に、腰部縁部１３、１４の付近、若しくはこ
れに隣接して、又は、腰部縁部のできるだけ近くに腰部ガスケット要素を位置付けること
が有利である。高速おむつ製造用途では、材料配置が変動するため、製造プロセスにおい
て、腰部ガスケット要素８１の一部が最初の吸収性物品に取り付けられ、残りが次の吸収
性物品に取り付けられるように、製造プロセスの一環として腰部ガスケット要素８１を切
り離すことができるような方法で、腰部ガスケット要素８１を位置付けることが必要な場
合がある。これにより、腰部ガスケット要素８１の上縁部が、腰部縁部１３、１４と確実
に隣接する。したがって、腰部ガスケット要素８１は、吸収性物品の腰部縁部より下に離
間しない。他の実施形態では、腰部ガスケット要素８１の外側横方向縁部８３は、シャー
シ２２の第２腰部縁部１４の５ｍｍ内側に配置される一方で、一部の実施形態では、腰部
ガスケット要素の外側横方向縁部８３は、シャーシ２２の腰部縁部１３、１４から少なく
とも１０ｍｍ内側、シャーシの腰部縁部から少なくとも２０ｍｍ内側、シャーシの腰部縁
部から少なくとも５０ｍｍ内側、又はシャーシの腰部縁部から約２ｍｍ～約１００ｍｍの
範囲内の任意の範囲若しくは距離内側に配置される。
【００９０】
　一部の実施形態では、腰部ガスケット要素ポケット９３は、ポケット９３の少なくとも
一部（例えば、ポケットの全体）が、ポケット９３の機能を示すものとして使用前に着用
者又は介護者に見えるように、ポケットの外周の少なくとも一部（例えば、ポケットの全
外周）を画定する熱接合又は圧着を含む。
【００９１】
　更に別の実施形態では、腰部ガスケット要素ポケット９３は、ポケット９３の少なくと
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も一部（例えば、ポケットの全体）が、ポケット９３の機能を示すものとして使用前に着
用者又は介護者に見えるように、ポケットの外周の少なくとも一部（例えば、ポケットの
全外周）を画定する接着剤又は結合部を含む。
【００９２】
　別の実施形態では、低表面張力裏抜け又は静水頭など疎水性は、排出物が腰部ガスケッ
ト要素を備える材料を通って漏れないような方法で、腰部ガスケット要素８１の少なくと
も一部又は腰部ガスケット要素の全体で増加し得る。したがって、これにより、収容され
た糞便物質を着用者から分離し続ける。疎水性の増加は、疎水性コーティング、インク、
接着剤、シリコーン、追加材料、若しくはこれらの組み合わせを適用することによって、
又は当該技術分野において周知の他の手段によって達成できる。更に、腰部ガスケット要
素にＮ繊維材料を含んで、本明細書に詳述するレッグカフに関連するものとして類似の利
点をもたらしてよい。
【００９３】
　一実施形態では、腰部ガスケット要素８１及び脚部ガスケットシステム７０は同じ色で
ある。一実施形態では、腰部ガスケット要素８１及び脚部ガスケットシステム７０は違う
色である。一実施形態では、腰部ガスケット要素８１には追加の印刷が存在する。
【００９４】
　別の実施形態では、腰部ガスケット要素８１は、使用前に利点を示すように、腰部ガス
ケット要素ポケット９３の少なくとも一部の輪郭を描く、つまりこれを画定する印刷区域
を含む。
【００９５】
　一実施形態では、腰部ガスケット要素８１は、腰部ガスケット要素８１の内側横方向縁
部８２と外側横方向縁部８３との間に長手方向配列で位置付けられた弾性部材８７を含む
。図１４に示すように、弾性部８７は、弾性接着剤８８によって腰部ガスケット要素８１
を形成する材料ウェブの一部に取り付けられる。かかる実施形態では、弾性部は、１）腰
部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９と腰部ガスケット要素の第１材料縁部９０との
間の材料ウェブの一部と、２）腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９と腰部ガスケ
ット要素の第２材料縁部９１との間の材料ウェブの一部と、の間に位置付けられる。腰部
ガスケット要素８１は、少なくとも２つの弾性部材８７、少なくとも３つの弾性部材８７
、少なくとも４つの弾性部材８７、少なくとも５つの弾性部材８７、少なくとも６つの弾
性部材８７、少なくとも７つの弾性部材８７、少なくとも８つの弾性部材８７、少なくと
も９つの弾性部材８７、少なくとも１０の弾性部材８７、少なくとも１１の弾性部材、少
なくとも１２の弾性部材８７を備えてよい。
【００９６】
　一実施形態では、弾性部材８７は、部材の１つの縁部から部材の他方の縁部まで少なく
とも２ｍｍ、任意選択的に少なくとも３ｍｍ、任意選択的に少なくとも３．５ｍｍ、任意
選択的に少なくとも４ｍｍ、任意選択的に少なくとも４．５ｍｍ、任意選択的に少なくと
も５ｍｍ、任意選択的に少なくとも５．５ｍｍ、任意選択的に少なくとも６ｍｍ、任意選
択的に少なくとも６．５ｍｍ、任意選択的に少なくとも７ｍｍ、任意選択的に少なくとも
７．５ｍｍ、任意選択的に少なくとも８ｍｍ、任意選択的に少なくとも８．５ｍｍ、任意
選択的に少なくとも９ｍｍ、任意選択的に少なくとも９．５ｍｍ、任意選択的に少なくと
も１０ｍｍ、任意選択的に少なくとも１０．５ｍｍ、任意選択的に少なくとも１１ｍｍ、
任意選択的に少なくとも１１．５ｍｍ、任意選択的に少なくとも１２ｍｍ離間される。一
実施形態では、最も内側の弾性部材８７は、腰部ガスケット要素の折り畳まれた縁部８９
から約２ｍｍ未満、任意選択的に約１．５ｍｍ未満、約１ｍｍ未満である。一実施形態で
は、最も外側の弾性部材８７は、外側横方向縁部８３から約２ｍｍ未満、任意選択的に約
１．５ｍｍ未満、約１ｍｍ未満である。
【００９７】
　一実施形態では、腰部ガスケット要素８１は、それぞれ約４ｍｍ離れている４つの弾性
部材８７を有する。腰部ガスケット要素８１は、約２ｍｍ／７ｍｍ／２ｍｍ離れている４
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つの弾性部材を有してよい。腰部ガスケット要素８１は、約６．５ｍｍ／７．５ｍｍ／９
ｍｍ／１１ｍｍ離れている５つの弾性部材を有してよい。腰部ガスケット要素８１は、そ
れぞれ約６ｍｍ離れている３つの弾性部材８７を有してよい。腰部ガスケット要素８１は
、約１２ｍｍ離れている２つの弾性部材８７を有してよい。腰部ガスケット要素８１は、
内側横方向縁部８２から約３ｍｍ／６ｍｍ／１０ｍｍ／２０ｍｍ／３０ｍｍ離間している
４つの弾性部材を有してよい。一部の実施形態では、弾性部材は、内側横方向縁部８２か
ら約２ｍｍ、又は外側の内側横方向縁部８２から約０ｍｍであってよい（又は内側の折り
畳まれた縁部８９に直接隣接するように配置されてよい）。
【００９８】
　一実施形態では、弾性部材８７は、少なくとも５０％、任意選択的に少なくとも９５％
、任意選択的に少なくとも１５０％、任意選択的に少なくとも２００％、任意選択的に少
なくとも２５０％、任意選択的に少なくとも３００％、任意選択的に少なくとも３５０％
、又は約５０％～約３５０％の範囲内の任意の範囲距離の予歪みレベルを有する。予歪み
レベルは、弾性部が弾性接着剤で腰部ガスケット要素８１の材料ウェブに貼り付けられる
前に加えられる歪みの量である。一部の実施形態では、各弾性部材８７の予歪みレベルは
同一であり得、他の実施形態では、予歪みレベルは、弾性部ごとに異なり得る。好ましい
一実施形態では、内側横方向縁部８２に近接する弾性部材の予歪みは、外側横方向縁部９
０に近接する弾性部材の予歪みレベルよりも高いことがある。この好ましい実施形態では
、内側横方向縁部８２の収縮レベルは、外側横方向縁部９０の収縮レベルよりも大きい。
【００９９】
　一実施形態では、腰部ガスケット要素８１は、その弛緩状態から横方向に少なくとも１
５ｍｍ、３５ｍｍ、４０ｍｍ、５０ｍｍ、６０ｍｍ、７０ｍｍ、８０ｍｍ、又は更には最
大１００ｍｍ、又は約１５ｍｍ～約１００ｍｍの範囲内の任意の範囲若しくは距離伸長す
る能力を有する。
【０１００】
　一実施形態では、デシテックス（ｇ／ｍｍ）タイプは、腰部ガスケット要素８１の弾性
部によって異なり得る。好ましい一実施形態では、内側横方向縁部８２に近接する弾性部
材のデシテックス（ｇ／ｍｍ）は、外側横方向縁部９０に近接する弾性部材のデシテック
ス（ｇ／ｍｍ）よりも高いことがあり得る。この実施形態では、横方向内側縁部８２に近
接する収縮力は、横方向外側縁部９０での収縮力よりも高い。
【０１０１】
　腰部ガスケット要素の弾性部８７は部分的にのみ広げられるが、吸収性物品２０のシャ
ーシは完全に広げられるとき、腰部ガスケット要素８１は、シャーシ２２及び脚部ガスケ
ットシステム７０に取り付けられてよい。加えて、一実施形態では、対応する腰部領域が
横方向に完全に広げられるとき、腰部ガスケット要素８１は完全に広げられてよい。別の
実施形態では、対応する腰部領域が完全に広げられるとき、腰部ガスケット要素は、完全
に広げられなくてよい。換言すると、一部の実施形態では、腰部ガスケット要素８１がシ
ャーシ２２及び脚部ガスケットシステム７０に取り付けられ、シャーシの材料が完全に広
げられるときに、腰部ガスケット要素８１のウェブ材料には、少なくともいくつかのギャ
ザーがまだ存在する。取り付けられると、腰部ガスケット要素８１の弾性部８７は、部分
拡大状態から弛緩状態へと後退してよい。このように腰部ガスケット要素８１をシャーシ
２２に取り付けると、使用中に吸収性物品の腰部領域が完全に広げられたときに、腰部ガ
スケット要素８１は部分的にしか広がらない。換言すると、一部の実施形態では、ユーザ
ーが使い捨て吸収性物品２０の腰部領域を完全に広げても、腰部ガスケット要素８１のウ
ェブ材料には少なくともいくつかのギャザーがまだ存在する。
【０１０２】
　本明細書に記載の腰部ガスケット要素８１は、第２腰部領域３８に位置するものとして
のみ具体的に詳述したが、一部の実施形態では、腰部ガスケット要素は、第１腰部領域３
６に存在してよい。一部の実施形態では、本明細書に詳述する腰部ガスケット要素８１は
、第１腰部領域３６及び第２腰部領域３８の両方に含まれてよい。例えば、うつ伏せで（
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前面を下にして）眠る着用者は、睡眠中に前側腰部から尿が漏出するのを阻止するために
、前側腰部領域に位置する腰部ガスケット要素８１から恩恵を受けることがある。後側腰
部領域に位置する腰部ガスケット要素と同様に、前側腰部領域（即ち、第１腰部領域３６
）にある腰部ガスケット要素はまた、脚部ガスケットシステムポケットと共に機能して、
必要に応じて尿を収容して、製品の前側から漏れないようにすることができる。
【０１０３】
　不透明度強化パッチ：
　本明細書に詳述する使い捨て吸収性物品の一部の実施形態では、不透明度強化パッチ８
０がシャーシ２２の一部として含まれてよい。不透明度強化パッチ８０は、追加の材料層
である。不透明性強化パッチ８０は、脚部ガスケットシステム７０、ポリマーフィルム層
、又はバックシート２６に接続され得る。不透明度強化パッチ８０は、物品の第１の腰部
領域３６、第２の腰部領域３８、又は第１の腰部領域３６及び第２の腰部領域３８の両方
のいずれかにおいて、バックシート２６と脚部ガスケットシステム７０との間に配置され
てもよく、不透明度強化パッチ８０は、脚部ガスケットシステム７０及び／又はポリマー
フィルム層（即ち、バックシート２６の内側層）の少なくとも１つと重複してもよい。適
用プロセス又は着用時に生じる荷重を、物品の横方向縁部から脚部ガスケットシステム７
０及び／又は高分子フィルム層に移すことができるように、不透明度強化パッチ８０は、
接着剤、機械的結合、熱接合など任意の好適な手段を用いて脚部ガスケットシステム７０
又は高分子フィルム層の一方又は両方に取り付けられてよい。不透明度強化パッチは、適
用時及び着用時に、物品が過剰に延びるのを防ぐのに必要とされる強度をもたらすのに有
用であり、これはまた、ユーザーの皮膚が、物品を通して見えるのを防ぐ不透明度を側面
及び腰部に提供することもできる。したがって、パッチ８０は、強度及び不透明性が望ま
しい、シャーシの任意の部分に位置してよい。不透明度強化パッチとして機能するのに好
適な材料には、少なくとも約１０ｇｓｍ、少なくとも約１５ｇｓｍ、少なくとも約２５ｇ
ｓｍの坪量を有する材料が挙げられる。本明細書で有用な不透明度強化パッチは、横断方
向に２．５ｃｍ（１インチ）幅の試料に関して２％の工学歪みにおいて０．４Ｎ、２．５
ｃｍ（１インチ）幅の試料に関して５％の工学歪みにおいて１．２５Ｎ、２．５ｃｍ（１
インチ）幅の試料に関して１０％の工学歪みにおいて２．５Ｎという引張特性を呈するこ
とができる。本明細書で有用な１つの不透明度強化パッチは、Ｐｅｇａｓ（Ｚｎｏｊｍｏ
，ＣＺ）から供給元番号８０３９６８として入手可能である。
【０１０４】
　一実施形態では、不透明度強化パッチは別個であり、かつ物品の前腰部領域及び後腰部
領域に位置する。一実施形態では、不透明度強化パッチは、前側において約７０ｍｍの長
さ、前側において任意選択的に応じて約９０ｍｍの長さ、前側において任意選択的に約１
２０ｍｍの長さである。一実施形態では、不透明度強化パッチは、後側において約７０ｍ
ｍの長さ、必要に応じて後側において約１００ｍｍの長さ、必要に応じて後側において約
１４０ｍｍの長さである。一実施形態では、不透明度強化パッチは連続的であり、製品の
長さ全体に広がる。
【０１０５】
　一実施形態では、不透明度強化パッチは、約１５％超の、必要に応じて約２５％超の、
必要に応じて約４０％超の、必要に応じて６０％超のハンター色不透明度を有する。
【０１０６】
　一実施形態では、不透明度強化パッチは高分子フィルム層の横に向かって外側である。
一実施形態では、不透明度強化パッチから高分離フィルム層まで、横方向に方向付けられ
た適用及び着用力を伝えるために、不透明度強化パッチが高分子フィルムに貼り付けられ
るように、不透明度強化パッチは横方向において高分子フィルムと重なり合う。当該技術
分野において周知の任意の好適な結合手段を使用して、不透明度強化パッチを高分子フィ
ルム層に貼り付けることができる。一実施形態では、不透明度強化パッチは、約５ｍｍ、
必要に応じて約１０ｍｍ、必要に応じて約１５ｍｍ、必要に応じて約２０ｍｍ、必要に応
じて約３０ｍｍ未満、高分子フィルムに重なる。
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【０１０７】
　一実施形態では、不透明度強化パッチと高分子フィルム層との間に横方向の隙間が存在
し、不透明度強化パッチは、任意の好適な結合手段により脚部ガスケットシステムに貼り
付けられ、脚部ガスケットシステムは、適用及び着用の負荷が不透明度強化パッチからガ
スケットシステムに移り、次いでガスケットシステムから高分子フィルム層に移るように
、任意の好適な結合手段によって、高分子フィルムに貼り付けられる。この実施形態では
、隙間は好ましくは３０ｍｍ未満、より好ましくは２０ｍｍ未満、より好ましくは１０ｍ
ｍ未満である。
【０１０８】
　一実施形態では、不透明度強化パッチと高分子フィルム層との間には横方向の隙間が存
在し、不透明度強化パッチは、任意の好適な結合手段によって、脚部ガスケットシステム
に貼り付けられてよく、脚部ガスケットシステムの身体に面する面及び衣類に面する面は
、不透明度強化パッチからの負荷が脚部ガスケットシステムの両方の層によって共有され
るように、任意の好適な結合手段によって一緒に貼り付けられてよい。脚部ガスケットシ
ステムは、適用及び着用の負荷が不透明度強化パッチから脚部ガスケットシステムに移り
、次いで脚部ガスケットシステムから高分子フィルム層に移るように、任意の好適な結合
手段によって、高分子フィルムに貼り付けられてよい。
【０１０９】
　一実施形態では、適用及び着用の力を不透明度強化パッチから脚部ガスケットシステム
に移動させる手段として、任意の適当な接着手段によって不透明度強化パッチ層にしっか
りと取り付けることができるように、不透明度強化パッチは横方向において、脚部ガスケ
ットシステムに重なる。この実施形態では、不透明度強化パッチは、約５ｍｍ、必要に応
じて約１０ｍｍ、必要に応じて約１５ｍｍ未満、必要に応じて約２５ｍ未満、脚部ガスケ
ットシステムに重なってもよい。
【０１１０】
　一実施形態では、脚部ガスケットシステムは、不透明度強化パッチとほぼ同じ横方向の
引張強度特性を有する。一実施形態では、脚部ガスケットシステム及びバックシートの不
織布外側カバーの組み合わされた特性は、不透明度強化パッチとほぼ同じ、横方向の引張
強度を有する。他の実施形態では、外側カバーの不織布は、約０％と約１０％の間の工学
歪みという、非常に低い横方向の強度を有する。一実施形態では、外側カバーの不織布は
、２．５ｃｍ（１インチ）幅の試料に関して１０％の工学歪みにおいて０．４Ｎという引
張特性を呈することができる。
【０１１１】
　構成材料：
　腰部領域において、過剰に横方向に伸張することなく、腰部領域において又は物品にお
いて、実質的に適当な力の移動経路を形成することができる材料の横方向の引張特性の多
くの組み合わせが存在すること、並びに材料の力の経路は、不透明度強化パッチから直接
高分子フィルム層に、又は高分子フィルム層からすぐ外側の領域における様々な他の層を
通じて高分子フィルム層に通ってもよいことが認識される。これらの層には、トップシー
ト、バックシートの不織布、カフ、吸収性アセンブリ、脚部ガスケットシステム、又は高
分子フィルム層に隣接する領域に配置されている任意の他の層が挙げられる。
【０１１２】
　一実施形態では、脚部ガスケットシステム７０の材料は、実質的に液体不透過性材料か
ら作製される。材料は、ＳＭＳ不織布材料、ＳＭＭＳ不織布材料、又は「Ｎ繊維」を含む
不織布成分層からなる群から選択されてもよい。
【０１１３】
　様々な不織布繊維ウェブが、スパンボンド、メルトブローン、スパンボンド（ＳＭＳ）
ウェブを含み得るが、これは、スパンボンド熱可塑性物質（例えばポリオレフィン）の外
側層と、メルトブローン熱可塑性物質の内側層とを備えるものである。本発明の一実施形
態では、脚部ガスケッティングカフ７０は、他の不織布成分層に添加されるか又はそれと
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他の方法で組み込まれて、不織布材料ウェブを形成する、１マイクロメートル未満の平均
直径の細い繊維（「Ｎ繊維」）を有する不織布成分層（「Ｎ繊維層」）を含む。一部の実
施形態においては、Ｎ繊維層は、例えば、ＳＮＳ不織布ウェブ又はＳＭＮＳ不織布ウェブ
を生産するために使用されてもよい。
【０１１４】
　ガスケットカフ７０は、約８マイクロメートル～約３０マイクロメートルの範囲の平均
直径を有する繊維を含む第１不織布構成層と、約１マイクロメートル未満の数平均直径、
約１．５マイクロメートル未満の質量平均直径、及び約２未満である質量平均直径と数平
均直径の比を有する第２不織布構成層と、約８マイクロメートル～約３０マイクロメート
ルの範囲の平均直径を有する繊維を含む第３不織布構成層と、を備え得る。第２不織布構
成要素層は、第１不織布構成要素層と第３不織布構成要素層との中間に配置される。
【０１１５】
　Ｎ繊維は、例えば、ＰＥＴ及びＰＢＴを含むポリエステル、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、アル
キド類、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）、及びポリブチレン（ＰＢ）を
含むポリオレフィン、エチレン及びプロピレン由来のオレフィンコポリマー、熱可塑性ポ
リウレタン（ＴＰＵ）及びスチレンブロックコポリマー（種々の種類のＫｒａｔｏｎなど
の線状及び放射状ジ－及びトリ－ブロックコポリマー）を含むエラストマー性ポリマー、
ポリスチレン、ポリアミド、ＰＨＡ（ポリヒドロキシアルカノエート）及び例えば、ＰＨ
Ｂ（ポリヒドロキシブチレート）、並びに熱可塑性デンプンを含むデンプン系組成物から
選択される、例えばポリマーを含んでいてよい。上述のポリマーは、ホモポリマー、コポ
リマー、例えば、エチレン及びプロピレンのコポリマー、混合物、並びにそのアロイとし
て使用されてもよい。Ｎ繊維層は、例えば、熱点結合とも呼ばれるカレンダー結合プロセ
スなどの任意の好適な結合技術によって、他の不織布成分層に結合され得る。
【０１１６】
　一部の実施形態において、不織布ウェブ中にＮ繊維層を使用することにより、疎水性コ
ーティング又は疎水性溶解添加物で処理された他の不織布ウェブと同じぐらいの高さの低
表面張力バリアをもたらし、かつ依然として低坪量（例えば、１５ｇｓｍ未満、又は代替
的に１３ｇｓｍ未満）を維持することができる。またＮ繊維層を使用することにより、少
なくとも一部の実施形態では、以前は二重ウェブ層構成を使用した用途において、単一ウ
ェブ層の構成で使用され得る柔らかい通気性（即ち、空気透過性）の不織布材料が提供さ
れ得る。更に、一部の実施形態において、Ｎ繊維層を使用することにより、ウェブへの親
水性界面活性剤の望ましくない移動を少なくとも低減することができるため、結局のとこ
ろ、関連する吸収性物品に対してより良好な漏れ防止性をもたらすことができる。また、
同様の坪量を有するＳＭＳウェブと比較して、Ｎ繊維層を有する不織布ウェブを使用する
ことにより、機械的結合プロセス中に生じる欠陥（即ち、機械的結合部位を通る孔又はピ
ンホール）の数を減少させ得る。Ｎ繊維は、国際公開第２００５／０９５７００号及び米
国特許出願第１３／０２４，８４４号に更に説明されている。
【０１１７】
　一実施形態では、内側カフの材料ウェブは、約２ｍｂａｒ超、約３ｍｂａｒ超、約４ｍ
ｂａｒ超の静水頭を有する。一実施形態では、外側カフ７４の材料ウェブは、約２００ｍ
ｂａ未満、約１００ｍｂａｒ未満、約７５ｍｂａｒ未満、約５０ｍｂａｒ未満、約２５ｍ
ｂａｒ未満、約１５ｍｂａｒ未満の静水頭を有する。
【０１１８】
　一実施形態では、折り畳まれた外側カフの材料ウェブは、１０ｇｓｍ、任意選択的に１
３ｇｓｍ、任意選択的に１５ｇｓｍ、任意選択的に１８ｇｓｍの坪量を有する。
【０１１９】
　一実施形態では、内側カフ７１の材料ウェブは、約１５％～約５０％のハンター不透明
度、任意選択的に約２０％～約４５％のハンター不透明度を有する。一実施形態では、外
側カフ７４の材料ウェブは、約４５％～約７５％のハンター不透明度、任意選択的に約５
０％～約７０％のハンター不透明度、任意選択的に約７５％未満のハンター不透明度、任



(31) JP 6518783 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

意選択的に約７０％未満のハンター不透明度を有する。
【０１２０】
　一実施形態では、内側カフ７１の材料ウェブは、約５０ｍ３／ｍ２／分未満、任意選択
的に約４５ｍ３／ｍ２／分未満の空気透過率を有する。一実施形態では、外側カフ７４の
材料ウェブは、約５ｍ３／ｍ２／分超、任意選択的に約１０ｍ３／ｍ２／分超、任意選択
的に約１５ｍ３／ｍ２／分超、任意選択的に約２０ｍ３／ｍ２／分超の空気透過率を有す
る。
【０１２１】
　一実施形態では、内側カフ７１の材料ウェブは、約５５００ｇ／ｍ２／２４時間未満、
任意選択的に約５４００ｇ／ｍ２／２４時間未満のＷＶＴＲを有する。一実施形態では、
外側カフ７４の材料ウェブは、約４２５０ｇ／ｍ２／２４時間超、任意選択的に約４５０
０ｇ／ｍ２／２４時間超、任意選択的に約５０００ｇ／ｍ２／２４時間超、任意選択的に
約５２５０ｇ／ｍ２／２４時間超、任意選択的に約５５００ｇ／ｍ２／２４時間超のＷＶ
ＴＲを有する。
【０１２２】
　ガスケットカフ７０は、実質的に非弾性であってもよく、又は弾性的に延伸性であって
、着用者の脚部に動的に適合してもよい。ガスケットカフ７０は、トップシート２４、バ
ックシート２６、又は吸収性物品２０の形成に使用される任意の他の好適な基材に動作可
能に接合される、１つ以上の伸縮部材７７及び７８（弾性ストランド等）により形成され
てもよい。好適なガスケッティングカフ構成は、米国特許第３，８６０，００３号に更に
記載されている。
【０１２３】
　内側カフ７１は、吸収性物品２０の長手方向長さ全体にわたってよい。内側カフ７１は
、フラップ及び弾性部材７８（弾性ストランドなど）により形成されてよい。内側カフ７
１は、吸収性物品２０を形成する既存の材料又は要素のいずれかから連続した延長部であ
ってよい。
【０１２４】
　内側カフ７１は、プラスチックフィルム、並びに天然繊維（例えば、木材又は綿繊維）
、合成繊維（例えば、ポリエステル又はポリプロピレン繊維）、又は天然繊維及び合成繊
維の組み合わせの織布又は不織布ウェブなど種々の基材を含んでよい。ある実施形態では
、フラップは、スパンボンドウェブ、メルトブローンウェブ、カードウェブ及びこれらの
組み合わせ（例えば、スパンボンド－メルトブローン複合材料及び変異型）など不織布ウ
ェブを含んでよい。前述した基材の積層体を使用してフラップを形成してもよい。特に好
適なフラップは、ＢＢＡ　Ｆｉｂｅｒｗｅｂ（Ｂｒｅｎｔｗｏｏｄ，ＴＮ）から供給元コ
ード３０９２６として入手可能な不織布を含み得る。特に好適な弾性部材は、Ｉｎｖｉｓ
ｔａ（Ｗｉｃｈｉｔａ、ＫＳ）から供給元コードＴ２６２Ｐとして入手可能である。内側
カフを有するおむつ及びかかるカフの好適な構成の更なる説明は、米国特許第４，８０８
，１７８号及び同第４，９０９，８０３号に見出すことができる。弾性部材７８は、内側
カフ７１の長手方向長さにわたってよい。他の実施形態では、弾性部材７８は、股部領域
３７内の内側カフ７１の少なくとも長手方向長さにわたってよい。弾性部材７８は、通常
の着用時に、内側カフ７１が着用者と接触したままであるように、したがって内側カフ７
１のバリア特性を強化するように、十分な弾性を示すことが望ましい。伸縮部材７８は、
対向する長手方向末端部でフラップに接続されてもよい。ある実施形態において、フラッ
プは、伸縮部材７８を取り囲むようにそれ自身の上に折り畳まれてもよい。
【０１２５】
　内側カフ７１及び／又は外側カフ７４は、トップシートについて上述したように、ロー
ションで全体若しくは一部が処理されてよく、又は米国特許出願第１１／０５５，７４３
号（２００５年２月１０日出願）に詳述されているように疎水性表面コーティングで完全
に若しくは部分的にコーティングされてよい。本明細書で有用な疎水性表面コーティング
には、非水性、無溶媒、多成分シリコーン組成物が挙げられてよい。シリコーン組成物は
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少なくとも１種類のシリコーンポリマーを含み、かつアミノシリコーンを実質的に含まな
い。特に好適な疎水性表面コーティングは、供給元コード００１００２４８２０として、
Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（ＭＩ，Ｓａｌｚｂｕｒｇ）から入手可能である。
【実施例】
【０１２６】
【表１】

　＊結果はある標準偏差の平均±１として表示されている。
　＊プロトタイプのＮ繊維は、Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｇｒｏｕｐ　Ｉｎｃから入手可能な１３
ｇｓｍのＳＭＮＳである。
　＊プロトタイプのＳＭＳは、ＦｉｂｅｒｔｅｘからＣｏｍｆｏｒｔ　Ｌｉｎｅで入手可
能な１５ｇｓｍのＳＭＳ（スパンボンド－メルトブローン－スパンボンド）不織布である
。
【０１２７】
　試験方法：
　不透明度の方法
　不透明度は、コンピュータインタフェースを備える、０°照明／４５°検出、環状の光
学的形状の分光光度計、例えばＨｕｎｔｅｒＬａｂ　ＬａｂＳｃａｎ　ＸＥ　ｒｕｎｎｉ
ｎｇ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｏｆｔｗａｒｅ（Ｈｕｎｔｅｒ　Ａｓｓｏｃｉａｔｅｓ　
Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｉｎｃ．（Ｒｅｓｔｏｎ、ＶＡ）から入手可能）又は同等の機器
を使用して測定される。機器校正及び測定は、販売元によって提供されている標準白黒校
正プレートを使用して行う。全ての試験は、２３±２℃、相対湿度５０±２％に維持され
た室内で行う。
【０１２８】
　標準に設定したＵＶフィルタと共に、分光光度計を、ＸＹＺカラースケール、Ｄ６５光
源、１０°標準観測者に対して構成する。製造者の手順に従い、１．８ｃｍ（０．７イン
チ）ポート寸法及び１．３ｃｍ（０．５インチ）視野域を使用して計器を標準化する。校
正後、ソフトウェアはＹ不透明度手順に設定され、これは測定中に白又黒のいずれかの校
正タイルで試料を覆うようにオペレータを促す。
【０１２９】
　約２３℃±２℃及び約５０％±２％の相対湿度で、試験前に約２時間にわたって、物品
を事前調整する。試験片を得るため、物品を作業台上で身体に面する表面を上にして平ら
に引き伸ばし、物品の長手方向の全長を測定する。内側及び外側カフ上の試験部位は、物
品の長手方向の中間点において選択する。鋏を使用して、試験片を６０ｍｍの長さ×（左
のカフの長手方向の中間点において、中心に置かれた）内側カフの高さ全体に切断する。
次に、第２の試験片（今回は外側カフから）を、６０ｍｍの長さ×（左の外側カフの長手
方向の中間点において、中心に置かれた）外側カフの高さ全体に切断する。同様の方式で
内側及び外側カフの試験片を物品の右側上のカフから用意する。
【０１３０】
　試験片を測定ポートに被せて置く。試験片は、カフの内側を向いた表面に対応する表面
がポートの方を向いた状態で、ポートを完全に覆っている必要がある。試験片がその長手
方向にピンと張った状態となるまで、緩やかに延伸させて、カフが、ポートのプレートに
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対して平らに置かれるようにする。接着テープを貼って、カフが試験のための延伸状態で
ポートプレートに対して固定されるようにする。テープは測定ポートのいずれの部分も覆
ってはならない。次いで、試験片を、白い標準プレートで覆う。表示を読み取り、次いで
白いタイルを取り除き、試験片を動かさないで、黒い標準タイルと交換する。２回目の表
示を読み取り、不透明度を以下のように計算する：
　不透明度＝（Ｙ値（黒色裏材）／Ｙ値（白色裏材））×１００
【０１３１】
　５つの同じ物品からの試験片（１０の内側カフ（左側から５つ、右側から５つ）並びに
１０の外側カフ（左側から５つ、右側から５つ））を分析し、それらの不透明度を記録す
る。内側カフ及び外側カフの平均不透明度を計算し、それぞれ０．０１％単位で別々に記
録する。
【０１３２】
　水蒸気透過度法
　水蒸気透過度（ＷＶＴＲ）を湿潤カップ手法を使用して測定する。円筒形のカップに水
を充填し、水の表面と、カップの上方開口部の上で封止された試料との間で一定のヘッド
スペースを維持する。組み立てたカップをオーブンで特定時間加熱した後、蒸気の損失を
重力測定的に測定する。全ての試験は、２３℃±２℃及び相対湿度５０％±２％で維持さ
れた室内で行う。
【０１３３】
　試験前に、２３℃±２℃、及び５０％±２％の相対湿度で２時間、物品を予め調整する
。物品を身体に面する表面を上にして作業台に平らに伸ばし、物品の合計長手方向長さを
測定する。内側及び外側カフ上の試験部位は、物品の長手方向の中間点において選択する
。鋏を使用して、試験片を６０ｍｍの長さ×（左のカフの長手方向の中間点において、中
心に置かれた）内側カフの高さ全体に切断する。次に、第２の試験片（今回は外側カフか
ら）を、６０ｍｍの長さ×（左の外側カフの長手方向の中間点において、中心に置かれた
）外側カフの高さ全体に切断する。同様の方式で物品の右側のカフから内側及び外側カフ
の試験片を用意する。
【０１３４】
　ＷＶＴＲ試験バイアル瓶として、高さ９５ｍｍ、開口部が１７．８ｍｍの内径を有する
ガラス製の、直線的な壁部を有する円筒バイアル瓶を使用する。試験用バイアル瓶はそれ
ぞれ、バイアル瓶の開口部の上方縁部から２５．０ｍｍ±０．１ｍｍのレベルまで、正確
に蒸留水を充填する。カフの内側に面する表面を下向きにしてバイアル瓶の開口部の上に
試料を配置する。試料を静かに引張り、弾性バンドを用いてバイアル瓶の円周部の周囲に
固定する。バイアル瓶の円周部の周囲に、テフロンテープを巻くことによって、試料を更
に封止する。好ましいテフロンテープは、ＭｃＭａｓｔｅｒ　Ｃａｒｒから入手可能なス
レッドシーラントテープ０．６３ｃｍ（０．２５インチ）幅（カタログ番号４５９１Ｋ１
１）又は等価物である。テフロンテープをバイアル瓶の上方縁部に適用するが、バイアル
瓶の開口部のいずれの部分も覆ってはならない。バイアルアセンブリのまとまり（バイア
ル瓶＋試料＋封緘テープ）を０．０００１グラム単位で計量する。これが開始質量である
。
【０１３５】
　バイアル瓶のアセンブリを上向きにしてメカニカル対流式オープン内（例えば、Ｔｈｅ
ｒｍｏＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃから入手可能なＬｉｎｄｂｅｒｇ／ＢｌｕｅＭオーブン又は
等価物）に配置し、２４時間、３８±１℃に維持し、バイアル瓶内の水と試料とが接触し
ないよう注意する。２４時間が経過した後、バイアル瓶のアセンブリをオーブンから取り
出し、室温に戻す。各バイアル瓶のアセンブリの質量を０．０００１グラム単位まで測定
する。これが最終質量である。
【０１３６】
　以下の式を使用して、ＷＶＴＲを計算する：
　ＷＶＴＲ（ｇ／ｍ２／２４時間）＝（［開始質量（ｇ）－最終質量（ｇ）］／表面積（
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ｍ２））／２４時間
【０１３７】
　５つの同じ物品からの試料（１０の内側カフ（左側から５、右側から５）並びに１０の
外側カフ（左側から５、右側から５））、及び記録されたそれらのＷＶＴＲを解析する。
内側カフ及び外側カフの平均ＷＶＴＲをそれぞれ１ｇ／ｍ２／２４時間単位で記録する。
【０１３８】
　空気透過率試験
　特注の１ｃｍ２の円形アパーチャ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｔｅｓｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕ
ｍｅｎｔｓから入手可能）を備える、ＴｅｘＴｅｓｔ　ＦＸ３３００　Ａｉｒ　Ｐｅｒｍ
ｅａｂｉｌｉｔｙ　Ｔｅｓｔｅｒ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｔｅｓｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍ
ｅｎｔｓ（Ｇｒｅｅｒ、ＳＣ）から入手可能）又は同等の機器を使用して空気透過率の試
験を行う。製造元の手順に従って機器を標準化する。全ての試験は、２３℃±２℃及び相
対湿度５０％±２％で維持された室内で行う。
【０１３９】
　約２３℃±２℃及び約５０％±２％の相対湿度で、試験前に約２時間にわたって、物品
を事前調整する。試験片を得るため、物品を作業台上で身体に面する表面を上にして平ら
に引き伸ばし、物品の長手方向の全長を測定する。内側及び外側カフ上の試験部位は、物
品の長手方向の中間点において選択する。鋏を使用して、試験片を６０ｍｍの長さ×（左
のカフの長手方向の中間点において、中心に置かれた）内側カフの高さ全体に切断する。
次に、第２の試験片（今回は外側カフから）を、６０ｍｍの長さ×（左の外側カフの長手
方向の中間点において、中心に置かれた）外側カフの高さ全体に切断する。同様の方式で
内側及び外側カフの試験片を物品の右側上のカフから用意する。
【０１４０】
　測定ポートに被さるように試験片を中心に置く。試験片は、カフの内側を向いた表面に
対応する表面がポートの方を向いた状態で、ポートを完全に覆っている必要がある。試験
片がピンと張った状態となるまで、その長手方向に緩やかに延伸させて、カフが、ポート
をまたいで平らに置かれるようにする。接着テープを貼って、カフが試験のための延伸状
態で、ポートをまたいで固定されるようにする。テープは測定ポートのいずれの部分も覆
ってはならない。空気が試験片を通過できるように、試験圧力を設定する。不織布カフに
関して、圧力は典型的に１２５Ｐａに設定し、フィルムを収容するカフに関しては典型的
に２１２５Ｐａを使用する。試料リングを閉じて、測定値が機器の許容限度内にあるとい
うことを示す緑色を、範囲表示器が示すまで、測定範囲を調整する。空気透過率は０．１
ｍ３／ｍ２／分単位で記録する。
【０１４１】
　静水頭の試験
　ＴｅｘＴｅｓｔ　ＦＸ３０００　Ｈｙｄｒｏｓｔａｔｉｃ　Ｈｅａｄ　Ｔｅｓｔｅｒ（
Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｔｅｓｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ（Ｇｒｅｅｒ、ＳＣ）から
入手可能）に、カスタムメイドの１．５ｃｍ２の円形測定ポート（同様に、Ａｄｖａｎｃ
ｅｄ　Ｔｅｓｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓから入手可能）を備え付けたものを使用
して静水頭の試験を行う。測定ポートの周囲のガスケットと同じ寸法の２つの環状スリー
ブリングを、微細不織布用の標準的な保護スリーブ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｔｅｓｔｉｎｇ
　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓから入手可能な部品、ＦＸ３０００－ＮＷＨ）から切り出す。
続いて、クランプの際に試験片を保護するために、これらのスリーブリングを、ＴｅｘＴ
ｅｓｔ製機器の、上側ガスケット及び下側ガスケットの試料対向面に、両面接着テープを
用いて貼り付ける。製造元の手順に従って機器を標準化する。全ての試験は、約２３℃±
２℃及び相対湿度約５０％±２％で維持された室内で行う。
【０１４２】
　約２３℃±２℃及び約５０％±２％の相対湿度で、試験前に約２時間にわたって、物品
を事前調整する。試験片を得るため、物品を作業台上で身体に面する表面を上にして平ら
に引き伸ばし、物品の長手方向の全長を測定する。内側及び外側カフ上の試験部位は、物
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品の長手方向の中間点において選択する。鋏を使用して、試験片を７０ｍｍの長さ×（左
のカフの長手方向の中間点において、中心に置かれた）内側カフの高さ全体に切断する。
次に、第２の試験片（今回は外側カフから）を、７０ｍｍの長さ×（左の外側カフの長手
方向の中間点において、中心に置かれた）外側カフの高さ全体に切断する。同様の方式で
内側及び外側カフの試験片を物品の右側のカフから用意する。
【０１４３】
　上側のテストヘッドのポートに被さるように試験片を中心に置く。試験片は、カフの外
側を向いた表面に対応する表面がポートの方を向いた状態で、ポートを完全に覆っている
必要がある（即ち、内側を向いた表面は水に面することになる）。試験片がその長手方向
にピンと張った状態となるまで、緩やかに延伸させて、カフが、上側の試験プレートに対
して平らに置かれるようにする。接着テープを貼って、カフが試験のための延伸状態で試
験プレートに対して固定されるようにする。テープは測定ポートのいずれの部分も覆って
はならない。
【０１４４】
　ＴｅｘＴｅｓｔのシリンジに蒸留水を充填し、下側の試験プレートの測定ポートを通し
て蒸留水を加える。水位が下側ガスケットの頂部までくるように、充填を行う必要がある
。上側のテストヘッドを機器の上に載置し、テストヘッドを下げて試験片の周囲を封止す
る。試験速度は、５０ｍｂａｒ以下の静水頭を有する試料に関しては、３ｍｂａｒ／分、
５０ｍｂａｒより高い静水頭を有する試料に関しては６０ｍｂａｒ／分に設定する。試験
を開始し、試験片表面を観察して、表面を透過する水滴を検出する。試料の表面に１つの
滴が検出されたとき、又は圧力が２００ｍｂａｒを超えたときに試験を終了する。圧力を
０．５ｍｂａｒ単位で記録する、又は浸透が検出なかった場合は＞２００ｍｂａｒとして
記録する。
【０１４５】
　合計５つの同じ物品（１０個の内側カフ試験片、及び１０個の外側カフ試験片）を分析
し、それらの静水頭値を記録する。内側カフ及び外側カフの平均静水頭を計算及び記録し
、それぞれ０．１ｍｂａｒ単位で記録する。
【０１４６】
　低表面張力流体裏抜け時間試験
　低表面張力流体裏抜け時間試験を用いて、規定の速度で排出される低表面張力流体の所
定量が、基準吸収性パッド上に設置されるウェブの試料（及び他の同等のバリア材料）に
完全に浸透する時間を決定する。
【０１４７】
　この試験に関して、基準吸収性パッドは、５プライのＡｈｌｓｔｒｏｍ等級９８９濾過
紙（１０ｃｍ×１０ｃｍ）であり、試験流体は３２ｍＮ／ｍ低表面張力流体である。
【０１４８】
　この試験は、例えば、粘性の低いＢＭなど低表面張力流体に対するバリアを提供するよ
うに意図されるウェブの低表面張力流体裏抜け性能（秒単位）を特徴付けるように設計さ
れる。
【０１４９】
　Ｌｉｓｔｅｒ裏抜け試験機：この試験機は、ＥＤＡＮＡ　ＥＲＴ　１５３．０－０２の
第６章に記載されるようなものであり、以下の例外を有する：裏抜けプレートは、１０．
０ｍｍ長さ及び１．２ｍｍスロット幅を有する細いスロットを備え、６０°の角度の付い
た３つのスロットの星型開口部を有する。この装置は、Ｌｅｎｚｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍ
ｅｎｔｓ（Ａｕｓｔｒｉａ）及びＷ．Ｆｒｉｔｚ　Ｍｅｔｚｇｅｒ　Ｃｏｒｐ（ＵＳＡ）
から入手可能である。１００秒後にタイムアウトしないように、単位を設定する必要があ
る。
【０１５０】
　基準吸収性パッド：１０ｃｍ×１０ｃｍ面積において、Ａｈｌｓｔｒｏｍ等級９８９濾
過紙が使用される。平均裏抜け時間は、３２ｍＮ／ｍ試験流体を用いて、
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　ウェブ試料なしで、５層の濾過紙において３．３＋０．５秒である。濾過紙は、Ｅｍｐ
ｉｒｉｃａｌ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．（ＥＭＣ）（７
６１６　Ｒｅｉｎｈｏｌｄ　Ｄｒｉｖｅ　Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，ＯＨ　４５２３７）か
ら購入することができる。
【０１５１】
　試験流体：３２ｍＮ／ｍ表面張力流体は、蒸留水及び０．４２＋／－０．００１ｇ／Ｌ
　Ｔｒｉｔｏｎ－Ｘ１００で調製する。全ての流体を周囲条件で保つ。
【０１５２】
　電極－すすぎ液：０．９％塩化ナトリウム（ＣＡＳ　７６４７－１４－５）水溶液（９
ｇ　ＮａＣｌ／１Ｌ蒸留水）を使用する。
【０１５３】
　試験手順
　－全ての試験は、約２３℃±２℃及び相対湿度約５０％±２％で維持された室内で行う
。Ａｈｌｓｔｒｏｍの濾過紙及び試験物品をこの制御された環境で２４時間と２時間、試
験前に調整する。
　－表面張力が３２ｍＮ／ｍ＋／－１ｍＮ／ｍであることを確認する。さもなければ、試
験流体を再作製する。
　－０．９％のＮａＣｌ水性電極すすぎ液体を調製する。
　－以下のように５層を３２ｍＮ／ｍ試験流体で試験することによって、参照吸収性パッ
ドの裏抜け目標（３．３＋／－０．５秒）が満たされていることを確認する。
　－裏抜け試験装置のベースプレート上に５プライの基準吸収性パッドをきれいに積み重
ねる。
　－裏抜けプレートを５プライの上に設置し、プレートの中心が紙の中心上にあることを
確認する。分配漏斗の下でこのアセンブリを中央に置く。
　－裏抜け試験装置の上部のアセンブリが予め設定された停止点まで下げられていること
を確認する。
　－電極がタイマーに接続されていることを確認する。
　－裏抜け試験装置を「オン」にし、タイマーをゼロにする。
　－５ｍＬの固定容積ピペット及び先端部を用いて、５ｍＬの３２ｍＮ／ｍ試験流体を漏
斗に分配する。
　－（例えば、ユニットのボタンを押すことによって）漏斗のマグネチックバルブを開放
して、５ｍＬの試験流体を排出する。流体の最初の流れは、電気回路を完成させ、タイマ
ーを起動する。流体が基準吸収性パッド内に浸入し、裏抜けプレートの電極の水準を下回
ると、タイマーが停止する。
　－電子タイマーに示される時間を記録する。
　－試験アセンブリを除去し、使用した参照吸収性パッドを廃棄する。電極を０．９％の
ＮａＣｌ水溶液ですすいで、それらを次の試験のために「準備」する。電極の上の凹所及
び裏抜けプレートの裏を乾燥させ、かつ分配器の出口オリフィス及び濾過紙が置かれる下
部プレート又はテーブル表面を拭き取る。
　－参照吸収性パッドの裏抜け目標が満たされていることを確認するために、この試験手
順を最低３回繰り返す。この目標が満たされない場合、この基準吸収性パッドは規格外で
あり得、使用されるべきではない。
　－参照吸収性パッド性能が検証された後に、不織布ウェブ試料を試験し得る。
　－試験前に、約２３℃±２℃、及び約５０％±２％の相対湿度で２時間、試験物品を予
め調整する。試験片を得るため、物品を作業台上で身体に面する表面を上にして平らに引
き伸ばし、物品の長手方向の全長を測定する。内側及び外側カフ上の試験部位は、物品の
長手方向の中間点において選択する。鋏を使用して、試験片を７０ｍｍの長さ×（左のカ
フの長手方向の中間点において、中心に置かれた）内側カフの高さ全体に切断する。次に
、第２の試験片（今回は外側カフから）を、７０ｍｍの長さ×（左の外側カフの長手方向
の中間点において、中心に置かれた）外側カフの高さ全体に切断する。同様の方式で内側
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及び外側カフの試験片を物品の右側のカフから用意する。
　－裏抜けプレートのポートを覆って、試験片を中心に置く。試験片は、ポートに対して
向けられたカフの身体に面する表面に対応するその表面で、ポートを完全に覆わなくては
ならない。試験片がその長手方向にピンと張った状態となるまで、緩やかに延伸させて、
カフが、上側の試験プレートに対して平らに置かれるようにする。接着テープを貼って、
カフが試験のための延伸状態で試験プレートに対して固定されるようにする。テープは測
定ポートのいずれの部分も覆ってはならない。
　－裏抜け試験装置の上部のアセンブリが予め設定された停止点まで下げられていること
を確認する。
　－電極がタイマーに接続されていることを確認する。－裏抜け試験装置を「オン」にし
、タイマーをゼロにする。
　－上述のように起動する。
　－３つの物品についてこの手順を繰り返す。６つ値の平均値をとり、３２ｍＮ／ｍ低表
面張力裏抜け時間として０．１秒単位まで記録する。
【０１５４】
　本明細書に開示した寸法及び値は、示された数値そのものに厳密に限定されるものとし
て理解すべきではない。むしろ、特に断らない限り、そのような寸法のそれぞれは、記載
された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば「
４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味するものとする。
【０１５５】
　「発明を実施するための形態」の中で引用された全ての文献は、関連部分において本明
細書に参照により援用されている。いかなる文書の引用も、それが本発明に対する先行技
術であることを認めるものとして解釈されるべきではない。本明細書における用語のいず
れかの意味又は定義が、参照により組み込まれる文献における用語のいずれかの意味又は
定義と対立する範囲においては、本明細書においてその用語に付与した意味又は定義を適
用するものとする。
【０１５６】
　本発明の特定の実施形態を図示し、記載してきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱す
ることなく他の様々な変更及び修正を実施できることは当業者には自明であろう。したが
って、本発明の範囲内に含まれるそのような全ての変更及び修正は、添付の特許請求の範
囲にて網羅することを意図したものである。
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